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【留意事項】 

・集計結果の数値は回答数または回答割合で示しており、このうち回答割合（％）は各項目の

回答数を全体数（設問の回答者数の合計）で割って算定しています。この際、小数点第二位

を四捨五入しているため、各項目の数値の合計と全体の合計が一致しない場合があります。 

・複数回答の設問の場合、各項目の回答数の合計と全体数（設問の回答者数の合計）は一致し

ません。 

・集計結果において、nは各設問の回答者数の合計を表しています。（例：n=967） 
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１．調査概要 

１－１．調査目的 

栗東市農業振興基本計画の検討に際し、農業に関わる主体として消費者（市民等）及び生

産者（農業従事者等）に対する意向調査を実施します。 

意向調査は、地域の状況を詳しく知る市民等及び農業従事者等の意向を把握することで、

地域の農業に関する現状や課題を整理・把握し、栗東市の農業が目指すべき将来像及び農業

従事者等とともに取り組む施策の方向性等の検討に用いるとともに、今後の施策推進におけ

る市民等の参加・協力の可能性などを把握することで、実現性の高い住民参加の方法の検討

材料とします。 

さらに、これら調査を通じて、市民等及び農業従事者等に対する、計画の策定やその実現

に向けた参加意識を高めて、策定後の施策推進におけるこれら主体の参加を促すための仕掛

けづくりとなるものと考えます。 

 

アンケート調査一覧 

 区分 調査名 内容等 対象 期間（予定） 備考 

１ 消費者 栗東市の農業に

関する市民アン

ケート調査 

市民の暮らしを

取り巻く農業の

現状及び意向

等を把握する。 

16 歳以上の栗東

市在住の市民 

2,000 名（無作為

抽出） 

令和 2年 10月 8

日（木）発送～ 

10月 30日（金）投

函締切 

郵送 

２ 生産者 栗東市の農業に

関する農業従事

者アンケート調

査票 

市内農業の現

状及び課題、今

後必要な施策

等に関する意向

等を把握する。 

栗東市内に農地を

保有する農業経営

者等（世帯主） 

約 1,000名 

※悉皆調査 

令和 2年 10月 8

日（木）発送～ 

10月 30日（金）投

函締切 

郵送 

３ 次代の 

担い手 

『栗東市の未来

の農業を考え

る』中学生アンケ

ート調査 

栗東市の次世

代が持つ農業

のイメージや、

担い手としての

可能性を把握す

る。 

市内中学校 

中学二年生 

（約 750名） 

令和 2年 10月～

11月頃 

校 内 で

の 直 接

配 布 、

回収 
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１－２．調査概要 

（１）市民アンケート調査 

１）調査目的 

栗東市民を対象として、市民（消費者）の農業とのかかわりや栗東市の農業に対するイメ

ージ、都市と農村の交流のあり方など、暮らしを取り巻く農業の現状及び意向等を把握し、

市民とともにある栗東市農業のあり方、農業が目指すべき将来像及び施策の方向性等の検討

資料とします。 

 

２）調査概要 
 

項目 内容等 

名称 栗東市の農業に関する市民アンケート調査 

調査対象 
令和 2年 9月 1日現在 

 16歳以上の栗東市在住の市民 2,000名（無作為抽出） 

調査項目 

・回答者の属性 

・農産物の購入状況 

・栗東市の農業について 

・栗東市の農業の振興について 

・栗東市の農業に関するご意見（自由記述） 

配布、回収方法 
郵送による配布：2,000通 

返信用封筒による郵送回収 

調査日（予定） 
【配布】令和２年 10月 8日（木）発送 

【回収】令和２年 10月 30日（金）投函締切 

送付物 

・発送用封筒（角２封筒（宛名ラベル貼付）） 

・アンケート調査票（Ａ４冊子 7ページ） 

・調査協力のお願い：1ページ 

・調査票：6ページ 

・返信用封筒（長３封筒） 

回収目標数 ・回収目標数（有効回収数）： 800票（回収率 40％） 
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※調査対象（配布数）の設定について 

配布数は母数や分析手法に応じて適切に設定します。一般的には調査結果の誤差等との関

係に基づく算定式より、目標誤差 5％の場合、必要サンプル数は約 384票となることから、必

要かつ十分な量を確保すべく、この倍の数となる 800票を目標回収数（回収率 40％として配

布数 2000票）と設定します。 
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３）市民アンケート 設問構成 
 

項目 設問 分析内容・備考 

回答者の属性 

問 1 居住地域 
回答者の属性区分と各設問のクロス分析を実施す

ることで、属性ごとの特性を把握する。 

※属性区分 

地域：4区分[金勝・葉山・治田・大宝] 

年齢：3区分[～40歳代・50～60歳代・70歳代以上] 
問 2 年齢 

問 3 就業状況 
農業者か否か 前段に農業者かを問う項目を入れることで、純粋

な消費者の意見と農業者（生産者）を含む意見の

区別が可能な設問構成とする。 職業 

農産物の購入状

況 

問 4 
主な購入場

所 

米 
消費者として、農産物の購入場所や購入の際に重

視していることを把握する。 
野菜・果物 

問 5 購入の際、重視すること 

問 6 
地元農産物

の購入状況 

購入頻度 
地元農産物の購入状況を把握する。特に、消費者

の考える地元農産物の良さや魅力を明らかとし、

地産地消の取り組みのあり方等の検討材料とす

る。 

具体の購入場所 

購入する理由 

購入しない理由 

問 7 栗東市の特産品の認知度 

栗東市の特産品についての認知度及び利用度を明

らかとし、農産物・農産加工品のブランド化等の

取り組みのあり方等の検討材料とする。 

栗東市の農業に

ついて 

問 8 栗東市の農業のイメージ 

市民の理解、協力のもと農業振興を図るにあたり、

市民が、栗東市の農業に対して現状どのようなイ

メージ（肯定的／否定的）を持っているかを把握

し、将来の農業のあり方等の検討材料とする。 

また、都市と農業の共存や、まちづくりへの影響

の観点から、都市農業に対する市民の意向を把握

する。（問 9と連動） 

問 9 

まちなか（市

街地及び周

辺）の農業

について 

まちなかに農地

があることのメリ

ット 

都市の暮らしの身近にある農地は、その多様な機

能が発揮されることで、農地及び農業者（生産者）

と居住者（消費者）が共存する環境共生型の社会

形成に寄与する。 

栗東市の農業の特性である「都市近郊型の農業」

をふまえ、まちなか（市街地及び周辺）に農地があ

ることのメリット／デメリットを市民視点からど

のように捉えているかを把握するとともに、農地

の必要性に対する意向を把握することで、都市農

業のあり方等の検討材料とする。 

まちなかに農地

があることのデメ

リット 

まちなか農地の

必要性 

問 10 中山間地域の農業について 

市の南部に位置する中山間地域における農業・農

地の保全に対する意向を把握することで、中山間

地域の農業のあり方等の検討材料とする。 

栗東市の農業の

振興について 

問 11 
栗東市の農業振興に向けた

取り組み 

市民（消費者）の視点から、栗東市農業に求められ

る取り組み等についての意向を把握し、市民の理

解、協力のもと取り組む農業振興施策等の検討材

料とする。 

問 12 市民として取り組みたいこと 

市民が日々の暮らしの中で取り組みたいことを把

握することで、市民との連携、協力のもと推進す

る農業振興施策等の検討材料とする。 

問 13 都市と農村の交流 

市民として、どのような機会があると自ら農業や

農村と関わりたいと思うのか把握することで、都

市と農村の交流施策等の検討材料とする。 

栗東市の農業に

関するご意見 
－ 自由記述 

設問にとらわれず、栗東市の農業振興等に関する

様々なアイデアや意見を市民から頂くためのコメ

ント欄（自由記述） 
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（２）農業従事者アンケート調査 

１）調査目的 

栗東市の農業従事者（農家等）を対象として、生産者の立場からみた市内農業の現状及び

課題、農業の維持、振興のために今後必要な施策等に関する意向等を把握し、栗東市農業が

目指すべき将来像及び有効かつ実効性の高い施策等の検討資料とします。 

また合わせて、調査成果は農業振興地域整備計画 基礎資料としても反映を図ります。 

 

２）調査概要 
 

項目 内容等 

名称 栗東市の農業に関する農業従事者アンケート調査票 

調査対象 

令和 2年 9月 1日現在 

栗東市内に農地を保有する農業経営者等（世帯主）約 1,000名 

※悉皆調査 

調査項目 

・回答者の属性 

・農業経営の状況について 

・農地等の状況について 

・今後の農業経営について 

・栗東市の農業の振興について 

・市民と農業の交流等について 

・栗東市の農業に関するご意見（自由記述） 

配布、回収方法 
郵送による配布：約 1,000通 

返信用封筒による郵送回収 

調査日（予定） 
【配布】令和２年 10月 8日（木）発送 

【回収】令和２年 10月 30日（金）投函締切 

送付物 

・発送用封筒（角２封筒（宛名ラベル貼付）） 

・アンケート調査票（Ａ４冊子 8ページ） 

・調査協力のお願い：1ページ 

・調査票：7ページ 

・返信用封筒（長３封筒） 

回収目標数 回収目標数（有効回収数）： 500票（回収率 50％） 
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３）農業従事者アンケート 設問構成 
 

   ：農業振興地域整備計画[基礎調査]資料に反映 

項目 設問 分析内容・備考 

回答者の属性に

関する項目 
問 1 属性 

居住地域 回答者の属性区分と各設問のクロス分析を実施す

ることで、属性ごとの特性を把握する。 

※属性区分 

地域：4区分[金勝・葉山・治田・大宝] 

年齢：3区分[～50歳代・60歳代・70歳代以上] 

性別 

年齢 

農業経営の状況

について 

問 2 専業／兼業農家の区分 

市内農業従事者の経営形態を把握する。 

また、回答者の属性区分と各設問のクロス分析を

検討し、属性ごとの特性を把握する。 

問 3 
農業以外の

仕事の状況 

勤務地 兼業農家の他産業への就業状況を知るとともに、

栗東市の農業労働力を把握する。農振整備計画基

礎調査掲載表の根拠データとする。 

勤務形態 

業種 

問 4 主な生産品目 市内農業従事者が生産している主な農作物及びそ

の出荷先からみた、市内農業の特性を把握する。 問 5 主な出荷先 

農地等の状況に

ついて 

問 6 

耕作してい

る農地（経営

耕地）面積 

自作耕地（a） 耕作地の現状を把握する。 

農地に占める貸付地／借入地の割合より、市内の

農地流動化状況を把握する。 

貸付耕地（a） 

借入耕地（a） 

問 7 遊休農地の有無 
遊休農地（現在耕作されていない農地と定義）の

有無の把握（問 8に続く） 

問 8 
遊休農地の

状況 

遊休農地の面積

（a）及び増減 

遊休農地の面積、及び 10年前からの増減より、市

内における遊休農地の動向を把握する。 

遊休農地の理由 耕作しない（できない）要因及び今後についての

所有者の意向から、市内における耕作放棄地の特

性を把握し、遊休農地対策等の検討材料とする。 
遊休農地の今後

の活用について 

問 9 農業生産基盤の改善点 地域の農業生産基盤や施設等について改善、整備

が必要な項目を把握し、地域の農業の保全・強化

のための施策等の検討材料とする。 問 10 必要な施設・機械 

今後の農業経営

について 

問 11 後継者の有無 農業の後継者の有無の把握（問 12に続く） 

問 12 
後継者の状

況 

後継者の年齢 後継者についての現状を把握し、今後の栗東市農

業を支える担い手対策等の検討材料とする。 後継の時期 

問 13 今後の経営規模の意向 

今後（約 10年後）の経営耕地の規模（拡大／縮小・

休廃業）の意向把握（問 14、15に続く） 

また、回答者の属性区分と各設問のクロス分析を

検討し、属性ごとの特性を把握する。 

問 14 拡大意向 

拡大面積（a） 拡大意向がある農業従事者に対して、拡大希望面

積やその理由、確保の方法を把握することで、意

欲のある農家への支援策等の検討材料とする。 

拡大したい理由 

農地確保の方法 

問 15 縮小意向 

縮小面積（a） 縮小意向がある農業従事者に対して、縮小希望面

積やその、農地の移転先等を把握することで、縮

小意向のある農家へ支援策や農地の活用策等の検

討材料とする。 

縮小したい理由 

農地の移転先等 
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（つづき） 

項目 設問 分析内容・備考 

栗東市の農業の

振興について 

問 16 地域（集落）の今後 

地域の今後（10年後）について、地域に居住する回

答者自身がどのように捉えているかを把握し、持続

可能な地域、農業経営のあり方等の検討材料とする。 

問 17 取り組むべき農業振興施策 

今後の栗東市農業の振興に向けて、どのような施

策に重点的に取り組むべきかの意向を把握し、今

後の農業振興施策等の検討材料とする。 

問 18 
担い手の確保・育成に向けた

取り組み 

今後の栗東市農業の維持・強化において重要な要

素となる担い手の確保・育成に向けて、重点的に

取り組むべき施策についての意向を把握し、今後

の担い手の確保・育成策等の検討材料とする。 

問 19 農地の整備の将来の方向性 

地域や周辺における農地の整備の将来の方向性

（保全／宅地化等）の意向を把握し、今後の農地

（特に市街地周辺）保全策等の検討材料とする。 

市民と農業の交

流等について 

問 20 
市民と農業の交流機会への参

加意向 

市民と農業の交流の機会（市民農園・農業体験等）

への参加意向を把握し、今後の都市＝農村交流策

等の検討材料とする。 問 21 市民農園の貸出し意向 

問 22 
地産地消の

取り組み 

地産地消の取り

組み状況 
地産地消の取り組み状況及び課題等を把握し、今

後の地産地消対策等の検討材料とする。 
地産地消を進め

るにあたっての

課題等 

栗東市の農業に

関するご意見 
－ 自由記述 

設問にとらわれず、栗東市の農業振興等に関する

様々なアイデアや意見を農業従事者から頂くため

のコメント欄（自由記述） 
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（３）中学生アンケート調査 

１）調査目的 

栗東市内中学校に通う学生を対象として、次世代が持つ農業のイメージや農業との関わり

方に関する意向等を把握し、次代の担い手としての可能性等をふまえた将来像及び施策の方

向性等の検討資料とします。 

 

２）調査概要 
 

項目 内容等 

名称 『栗東市の未来の農業を考える』中学生アンケート調査 

調査対象 市内中学校 在学中の中学二年生（約 750名） 

調査項目 
・回答者と農業の関わり方について 

・栗東市の農業について 

配布、回収方法 校内での直接配布、回収 

調査日（予定） 【配布、回収】令和 2年 10月～11月頃 

配布物 ・アンケート調査票（Ａ４ 2ページ） 

回収目標数 回収目標数（有効回収数）： 750票（回収率 100％） 

 

 

３）中学生アンケート 設問構成 
 

項目 設問 分析内容・備考 

農業の関わり方

について 

問 1 家族に農業従事者がいるか 回答者と農業との関わりを把握する。回答者のう

ちどれくらいの割合が農に触れる機会をもってい

るか。 問 2 農作業をしたことがあるか 

栗東市の農業に

ついて 

問 3 農業に対する興味 回答者が農業をどのように捉えているか、良いイ

メージ／良くないイメージを交えて把握し、長期

的な視点からの担い手対策等の検討材料とする。 問 4 農業という仕事のイメージ 

問 5 将来農業の仕事に就きたいか 
農業の担い手としての現時点の意向を把握する。

（問 6、7に続く） 

問 6 
農業の仕事

に就きたい 

就きたい理由 農業という仕事の魅力や動機を把握し、長期的な

視点からの担い手対策等の検討材料とする。 作りたい作物等 

問 7 

農業の仕事

に就きたくな

い 

将来の農業との

関わり方 

直接的に農業の仕事に関わらなくても、消費者や

事業者としての立場から担い手となる可能性等を

把握し、将来の農業のあり方等の検討材料とする。 
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（４）回収状況 

１）市民アンケート調査 

・配布数 2,000票 

・回収数  967票 

・有効回答数（白紙票を除く）  967票 

・有効回収率 48.4％ 

 

２）農業従事者アンケート調査 

・配布数 1,059票 

・回収数  707票 

・有効回答数（白紙票を除く）  704票 

・有効回収率 66.5％ 

 

３）中学生アンケート調査 

・回収数  687票 

・有効回答数（白紙票を除く）  686票 

 （うち栗東中学校 227票） 

 （  葉山中学校 115票） 

 （  栗東西中学校 345票） 
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２．調査結果 

２－１．市民アンケート調査結果 

（１）回答者の属性 

１）居住地（問１） 

・回答者のお住まいの学区は、「治田学区」が 127人（13.1％）と最も多く、次いで「大宝学

区」126人（13.0％）、「治田西学区」125人（12.9％）となります。 

・地域区分別の居住地は、「治田地域」が 353 人（36.5％）と最も多く、次いで「大宝地域」

315 人（32.6％）、「葉山地域」191 人（19.8％）、「金勝地域」77 人（8.0％）となります。 

・市人口（令和 2年 9月 1日現在）との比較では、葉山東学区を除き概ね同程度の人口分布（割

合）となっています。 
 

居住地 

学区 
回答数 

（人） 

割合 

（％） 

参考：栗東市人口（R2.9.1現在） 
地域区分 

回答数 

（人） 

割合 

（％） 人口（人） 割合（％） 

金勝学区 77 8.0% 6,602 9.4% 金勝地域 77 8.0% 

葉山学区 115 11.9% 7,754 11.0% 葉山地域 191 19.8% 

葉山東学区 76 7.9% 7,531 10.7%    

治田学区 127 13.1% 10,294 14.6% 治田地域 353 36.5% 

治田東学区 101 10.4% 7,348 10.4%    

治田西学区 125 12.9% 9,842 14.0%    

大宝学区 126 13.0% 9,045 12.9% 大宝地域 315 32.6% 

大宝東学区 101 10.4% 5,961 8.5%    

大宝西学区 88 9.1% 5,947 8.5%    

無回答・無効 31 3.2% － － 分からない 31 3.2% 

回答者総数 967 100.0% 70,324 100.0% 無回答 967 100.0% 
 

 居住地（学区）（割合） 居住地（地域区分）（割合） 

 
 

（参考）栗東市人口※1との比較（居住地）（割合） 

 

 

 

 

 

 

 

金勝学区

8.0%

葉山学区

11.9%

葉山東

学区

7.9%

治田学

区

13.1%

治田東学

区

10.4%

治田西学

区

12.9%
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無回答・無
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（n=967）
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19.8%
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大宝地域

32.6%

無回答・無

効

3.2%

（n=967）
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※1 令和 2年 9月 1日現在  

※無回答、無効を除く 
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２）年齢（問２） 

・回答者の年齢は、「40歳代」が 188人（19.4％）と最も多く、次いで「70歳代」176人（18.2％）、

「50歳代」150人（15.5％）となります。 

・年齢区分別にみると、「40歳代以下」449人（46.4％）、「50～60歳代」271人（28.0％）、

「70歳代以上」237人（24.5％）となります。 

・市人口（令和 2年 9月 1日現在）との比較では、20歳代の回答者の割合が比較的低く、また 70

歳代の回答者の割合が比較的高くなっています。 
 

年齢 

学区 
回答数 

（人） 

割合 

（％） 

参考：栗東市人口（R2.9.1現在） 
地域区分 

回答数 

（人） 

割合 

（％） 人口（人） 割合（％） 

10歳代 36 3.7% 3,305 5.7% 40歳代以下 449 46.4% 

20歳代 78 8.1% 8,026 13.8%    

30歳代 147 15.2% 9,520 16.4%    

40歳代 188 19.4% 12,254 21.1%    

50歳代 150 15.5% 8,662 14.9% 50～60歳代 271 28.0% 

60歳代 121 12.5% 6,170 10.6%    

70歳代 176 18.2% 6,545 11.3% 70歳代以上 237 24.5% 

80歳以上 61 6.3% 3,488 6.0%    

無回答・無効 10 1.0% － － 無回答・無効 10 1.0% 

回答者総数 967 100.0% 57,970 100.0% 回答者総数 967 100.0% 
 

 年齢（割合） 年齢区分（割合） 

 
 

（参考）栗東市人口※1との比較（年齢）（割合） 

 
※1 令和 2年 9月 1日現在  ※無回答、無効を除く 
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３）職業（問３） 

・農業従事者である回答者は、「農業者である（専業農家）」7人（0.7％）及び「農業者であ

る（兼業農家）」32人（3.3％）となり、合わせて回答者の約 4％となります。 

・「農業者である（専業農家）」以外の回答者の職業は、「会社員・公務員・団体職員」が 328

人（35.7％）と最も多く、次いで「無職」244人（26.1％）、「アルバイト」127人（13.2％）

となります。 

・「無職」と回答された方の多くが、70歳代以上の高齢者となります。 

 

 農業従事者（割合） 職業（割合） 

 
※「専業農家」以外には、兼業農家の回答者の農業以外の職業を含む。 

 

年齢区分別 職業（割合） 

 
 

 

 

 

 

農業者である

（専業農家）

0.7% 農業者である

（兼業農家）

3.3%

農業者ではない

93.5%

無回答・無

効

2.5%

（n=967）

専業農家
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務員・団体
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35.7%

自営業

4.0%アルバイト・

パート

13.2%
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無職

26.1%

その他

3.3%

無回答・無

効

11.2%

（n=967）

0.2%
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6.3%

18.8%

0.0%

19.2%

4.4%

1.7%

7.2%

4.2%

7.6%

0.4%

64.6%

4.2%

専業農家

会社員・公務員・団体職員

自営業

アルバイト・パート

学生

無職

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

40歳代以下(n=38) 50～60歳代(n=36) 70歳代以上(n=28)
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（２）農産物の購入状況について 

１）農産物の主な購入場所・サービス（問４ 複数回答２つまで） 

① 米 

・米の購入先として、「スーパーマーケット」が 558 人と最も多く、次いで、「親戚や知人か

ら譲り受ける」231人、「農産物直売所」136人、「農家等の生産者から直接購入」114人と

なります。 

・地域区分（居住地）別にみると、治田地域及び大宝地域では、「スーパーマーケット」とす

る回答者が他地域と比べて比較的多く、ともに回答者総数の 6割を超えています。 

・金勝地域では「自前で栽培・収穫している」とする回答者が他地域と比べて比較的多く、

また葉山地域では、「農産物直売所」や「農家等の生産者から直接購入」とする回答者が他

地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、どの年代も「スーパーマーケット」が最も多くなりますが、40歳代以

下では、「親戚や知人から譲り受ける」とする回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・年齢が高くなるほど、「農産物直売所」や「自前で栽培・収穫している」とする回答が多く

なる傾向がみられます。 

 

農産物（米）の主な購入場所・サービス（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

スーパーマーケット 558 35 97 217 194 261 160 135 

親戚や知人から譲り受ける 231 11 46 94 76 144 48 37 

農産物直売所 136 12 33 41 46 43 45 47 

農家等の生産者から直接購入 114 11 30 30 42 42 39 33 

生協などの宅配 92 3 23 35 25 53 18 19 

自前で栽培・収穫している 57 14 20 12 11 16 18 23 

インターネットなど通信販売 31 1 6 7 13 21 7 3 

八百屋・果物屋等の小売店 12 0 1 7 3 4 6 2 

コンビニエンスストア 7 0 2 1 4 2 3 2 

その他 41 6 3 14 18 15 14 12 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 

 

 
 ※無回答、無効を除く 

558
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136

114

92
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31

12

7

41

スーパーマーケット

親戚や知人から譲り受ける

農産物直売所

農家等の生産者から直接購入

生協などの宅配

自前で栽培・収穫している

インターネットなど通信販売

八百屋・果物屋等の小売店

コンビニエンスストア

その他

0 100 200 300 400 500 600

（n=967）
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地域区分別 農産物（米）の主な購入場所・サービス（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 農産物（米）の主な購入場所・サービス（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

45.5%

14.3%

15.6%

14.3%

3.9%
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1.3%

7.8%

50.8%

24.1%
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0.5%

1.0%

1.6%

61.5%

26.6%

11.6%
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9.9%

3.4%

2.0%

2.0%

0.3%

4.0%

61.6%

24.1%

14.6%

13.3%

7.9%

3.5%

4.1%

1.0%

1.3%

5.7%
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親戚や知人から譲り受ける

農産物直売所

農家等の生産者から直接購入

生協などの宅配

自前で栽培・収穫している

インターネットなど通信販売

八百屋・果物屋等の小売店

コンビニエンスストア

その他
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0.8%

0.8%
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② 野菜 

・野菜の購入先として、「スーパーマーケット」が 877 人と最も多く、次いで、「農産物直売

所」219人、「生協などの宅配」127人、「親戚や知人から譲り受ける」97人となります。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域でも「スーパーマーケット」が最も多くなります

が、金勝地域では「自前で栽培・収穫している」とする回答者が他地域と比べて比較的多

くなります。 

・年齢区分別にみると、どの年代も「スーパーマーケット」が最も多くなりますが、若い年

代ほど、「生協などの宅配」や「親戚や知人から譲り受ける」とする回答が多くなる傾向が

みられます。 

・年齢が高くなるほど、「農産物直売所」や「自前で栽培・収穫している」とする回答が多く

なる傾向がみられます。 

 

農産物（野菜）の主な購入場所・サービス（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

スーパーマーケット 877 67 166 328 292 425 251 197 

農産物直売所 219 19 52 63 80 84 66 67 

生協などの宅配 127 8 27 54 35 70 29 26 

親戚や知人から譲り受ける 97 4 18 32 41 62 23 11 

自前で栽培・収穫している 88 18 29 20 20 16 31 41 

八百屋・果物屋等の小売店 18 1 1 9 5 5 7 6 

農家等の生産者から直接購入 16 1 3 7 5 7 5 4 

インターネットなど通信販売 13 1 0 6 4 10 1 2 

コンビニエンスストア 11 0 2 4 5 3 4 4 

その他 10 3 0 6 1 5 2 3 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 

 

 
 ※無回答、無効を除く 
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地域区分別 農産物（野菜）の主な購入場所・サービス（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 農産物（野菜）の主な購入場所・サービス（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 
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6.3%
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2.5%

1.7%

0.8%

1.7%

1.3%

スーパーマーケット

農産物直売所

生協などの宅配

親戚や知人から譲り受ける

自前で栽培・収穫している

八百屋・果物屋等の小売店

農家等の生産者から直接購入

インターネットなど通信販売

コンビニエンスストア

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40歳代以下(n=449) 50～60歳代(n=271) 70歳代以上(n=237)
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２）農産物を購入する際に重視すること（問５ 複数回答３つまで） 

・農産物を購入する際に重視することとして、「新鮮さ」が 567人と最も多く、次いで「国内

産」538人、「価格が安い」429人となります。 

・地域区分（居住地）別にみると、治田地域及び大宝地域では、「新鮮さ」とする回答者が他

地域と比べて比較的多く、ともに回答者総数の 6割を超えています。 

・金勝地域では「価格が安い」とする回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、若い年代ほど「新鮮さ」や「価格が安い」「味、おいしさ」とする回

答が多くなる傾向がみられます。 

・50歳代では、「国内産」とする回答が最も多く、また 70歳代では、「環境への配慮」や「地

元産(栗東市産)」とする回答が他年代と比べて比較的多くなります。 
 

農産物を購入する際に重視すること（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

新鮮さ 567 43 107 212 195 282 157 126 

国内産 538 46 106 192 178 253 166 118 

価格が安い 429 41 89 170 116 250 121 57 

味、おいしさ 198 14 27 81 68 110 59 29 

地元産(滋賀県産) 134 8 23 51 50 60 32 41 

色・形など外見 109 9 22 38 39 74 24 11 

栄養、健康によい 92 7 18 42 23 46 29 16 

環境への配慮 81 7 17 27 27 34 18 29 

地元産(栗東市産) 61 6 19 26 10 14 13 34 

特に重視することはない 33 2 9 10 10 5 10 18 

生産者の顔が見える 23 1 4 10 8 5 7 11 

生産履歴が明確 16 0 5 3 8 8 3 5 

有名な生産地など 15 2 5 2 6 8 4 3 

その他 5 0 0 2 3 1 1 3 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 
 

 
 ※無回答、無効を除く 

567

538

429

198

134

109

92

81

61

33

23

16

15

5

新鮮さ

国内産

価格が安い

味、おいしさ

地元産(滋賀県産)

色・形など外見

栄養、健康によい

環境への配慮

地元産(栗東市産)

特に重視することはない

生産者の顔が見える

生産履歴が明確

有名な生産地など

その他

0 100 200 300 400 500 600

（n=967）
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地域区分別 農産物を購入する際に重視すること（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 
 

年齢区分別 農産物を購入する際に重視すること（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

55.8%

59.7%

53.2%

18.2%

10.4%

11.7%

9.1%

9.1%

7.8%

2.6%

1.3%

2.6%

56.0%

55.5%

46.6%

14.1%

12.0%

11.5%

9.4%

8.9%

9.9%

4.7%

2.1%

2.6%

2.6%

60.1%

54.4%

48.2%

22.9%

14.4%

10.8%

11.9%

7.6%

7.4%

2.8%

2.8%

0.8%

0.6%

0.6%

61.9%

56.5%

36.8%

21.6%

15.9%

12.4%

7.3%

8.6%

3.2%

3.2%

2.5%

2.5%

1.9%

1.0%

新鮮さ

国内産

価格が安い

味、おいしさ

地元産(滋賀県産)

色・形など外見

栄養、健康によい

環境への配慮

地元産(栗東市産)

特に重視することはない

生産者の顔が見える

生産履歴が明確

有名な生産地など

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

金勝地域(n=77)

葉山地域(n=191)

治田地域(n=353)

大宝地域(n=315)

62.8%

56.3%

55.7%

24.5%

13.4%

16.5%

10.2%

7.6%

3.1%

1.1%

1.1%

1.8%

1.8%

0.2%

57.9%

61.3%

44.6%

21.8%

11.8%

8.9%

10.7%

6.6%

4.8%

3.7%

2.6%

1.1%

1.5%

0.4%

53.2%

49.8%

24.1%

12.2%

17.3%

4.6%

6.8%

12.2%

14.3%

7.6%

4.6%

2.1%

1.3%

1.3%

新鮮さ

国内産

価格が安い

味、おいしさ

地元産(滋賀県産)

色・形など外見

栄養、健康によい

環境への配慮

地元産(栗東市産)

特に重視することはない

生産者の顔が見える

生産履歴が明確

有名な生産地など

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

40歳代以下(n=449)

50～60歳代(n=271)

70歳代以上(n=237)
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３）地元農産物の購入状況（問６） 

① 地元農産物の購入頻度 

・地元農産物（栗東市または滋賀県内の農産物）の購入頻度として、「週に１回程度購入して

いる」が 346人（35.9％）と最も多く、次いで「月に１回程度購入している」180人（18.9％）、

「ほとんど購入したことがない」154人（15.5％）、「週に２～３回以上購入している」148

人（15.5％）となります。 

 

地元農産物の購入頻度 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

週に２～３回以上購入している 148 8 35 45 58 56 43 49 

週に１回程度購入している 346 32 66 117 119 144 103 97 

月に１回程度購入している 180 20 35 76 45 99 39 40 

年に数回程度購入している 119 8 21 42 46 60 43 16 

ほとんど購入したことがない 154 8 32 64 44 87 41 25 

無回答・無効 20 1 2 9 3 3 2 10 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 

 

地元農産物の購入頻度（割合） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

週に２～３回

以上購入して

いる

15.3%

週に１回程度

購入している

35.8%

月に１回程度

購入している

18.6%

年に数回程

度購入して

いる

12.3%

ほとんど購入

したことがな

い

15.9%

無回答・無効

2.1%

（n=967）
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・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「週に１回程度購入している」とする回答者

が他地域と比べて比較的多く、また大宝地域では「週に２～３回以上購入している」とす

る回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・葉山地域及び治田地域では「ほとんど購入したことがない」とする回答者が他地域と比べ

て比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、高齢の年代ほど「週に２～３回以上購入している」や「週に１回程

度購入している」とする回答が多くなる傾向がみられる一方、40歳代以下では、「月に１回

程度購入している」や「ほとんど購入したことがない」とする回答者が他年代と比べて比

較的多くなります。 

 

地域区分別 地元農産物の購入頻度（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 地元農産物の購入頻度（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

10.4%

18.3%

12.7%

18.4%

41.6%

34.6%

33.1%

37.8%

26.0%

18.3%

21.5%

14.3%

10.4%

11.0%

11.9%

14.6%

10.4%

16.8%

18.1%

14.0%

1.3%

1.0%

2.5%

1.0%

金勝地域

(n=77)

葉山地域

(n=191)

治田地域

(n=353)

大宝地域

(n=315)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に２～３回以上購入している 週に１回程度購入している

月に１回程度購入している 年に数回程度購入している

ほとんど購入したことがない 無回答・無効無回答・無効

12.5%

15.9%

20.7%

32.1%

38.0%

40.9%

22.0%

14.4%

16.9%

13.4%

15.9%

6.8%

19.4%

15.1%

10.5%

0.7%

0.7%

4.2%

40歳代以下

(n=449)

50～60歳代

(n=271)

70歳代以上

(n=237)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に２～３回以上購入している 週に１回程度購入している

月に１回程度購入している 年に数回程度購入している

ほとんど購入したことがない 無回答・無効無回答・無効
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② 地元農産物の主な購入場所（自由記述） 

・前問（問６①）で「地元農産物を購入したことがある」とする回答者（n=793）について、

地元農産物の主な購入場所を尋ねました。 

・主な購入場所について、内容に基づく分類をみると、「市内のスーパー等」が最も多く、回

答者の 5割近くが利用しています。 

・次いで、「JA、直売所（田舎の元気や）」「道の駅（道の駅アグリの郷栗東、道の駅こんぜの

里りっとう等）」となります。 

・一方、市外の施設として、草津市内のスーパーやショッピングモール、守山市や近江八幡

市の道の駅なども多く挙げられました。 

 

地元農産物の主な購入場所（内容に基づく分類）（回答者総数に占める割合） 

 
※複数の分類に該当する意見はそれぞれに計上している 

※「市外のスーパー、道の駅等」には、具体の名称や場所が市外と判明したものを計上している。 

※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.3%

29.9%

19.3%

5.4%

1.1%

2.0%

26.1%

市内のスーパー等

JA、直売所（田舎の元気や）

道の駅（道の駅アグリの郷栗東、

道の駅こんぜの里りっとう等）

生協（通販含む）

農家より直接購入等

その他

市外のスーパー、道の駅等

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

（n=793）
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③ 地元農産物を購入する理由（複数回答３つまで） 

・前問（問６①）で「地元農産物を購入したことがある」とする回答者（n=793）について、

地元農産物を購入する理由を尋ねました。 

・購入する理由として、「新鮮だから」が 577人と最も多く、次いで「安全だと思うから」318

人、「旬の素材が手に入る」262人となります。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、大宝地域

では「旬の素材が手に入る」、金勝地域では「生産者の顔が見えるから」とする回答者がそ

れぞれ他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、40歳代以下では「値段が安いから」が、50～60歳代では「売場が家

の近くにあるから」が、70歳代以上では「安全だと思うから」「旬の素材が手に入る」とす

る回答者がそれぞれ他年代と比べて比較的多くなります。 

 

地元農産物を購入する理由（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

新鮮だから 577 48 115 200 198 235 182 157 

安全だと思うから 318 22 64 112 111 138 87 90 

旬の素材が手に入る 262 22 46 89 97 117 65 78 

値段が安いから 175 17 37 62 52 102 45 27 

味がよい、おいしいから 159 6 30 62 60 70 47 42 

売場が家の近くにあるから 140 17 33 45 44 56 48 36 

生産者の顔が見えるから 63 11 14 10 27 17 19 27 

売場の品揃えがよいから 36 2 8 18 7 9 9 17 

環境へのこだわり 34 3 4 13 12 18 4 12 

栄養価が高いと思うから 17 2 1 9 5 4 9 4 

その他 42 5 7 18 12 25 11 6 

回答者総数 793 68 157 280 268 359 228 202 

 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

577

318

262

175

159

140

63

36

34

17

42

新鮮だから

安全だと思うから

旬の素材が手に入る

値段が安いから

味がよい、おいしいから

売場が家の近くにあるから

生産者の顔が見えるから

売場の品揃えがよいから

環境へのこだわり

栄養価が高いと思うから

その他

0 100 200 300 400 500 600 700

（n=793）
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地域区分別 地元農産物を購入する理由（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 地元農産物を購入する理由（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

70.6%

32.4%

32.4%

25.0%

8.8%

25.0%

16.2%

2.9%

4.4%

2.9%

7.4%

73.2%

40.8%

29.3%

23.6%

19.1%

21.0%

8.9%

5.1%

2.5%

0.6%

4.5%

71.4%

40.0%

31.8%

22.1%

22.1%

16.1%

3.6%

6.4%

4.6%

3.2%

6.4%

73.9%

41.4%

36.2%

19.4%

22.4%

16.4%

10.1%

2.6%

4.5%

1.9%

4.5%

新鮮だから

安全だと思うから

旬の素材が手に入る

値段が安いから

味がよい、おいしいから

売場が家の近くにあるから

生産者の顔が見えるから

売場の品揃えがよいから

環境へのこだわり

栄養価が高いと思うから

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

金勝地域(n=68)

葉山地域(n=157)

治田地域(n=280)

大宝地域(n=268)

65.5%

38.4%

32.6%

28.4%

19.5%

15.6%

4.7%

2.5%

5.0%

1.1%

7.0%

79.8%

38.2%

28.5%

19.7%

20.6%

21.1%

8.3%

3.9%

1.8%

3.9%

4.8%

77.7%

44.6%

38.6%

13.4%

20.8%

17.8%

13.4%

8.4%

5.9%

2.0%

3.0%

新鮮だから

安全だと思うから

旬の素材が手に入る

値段が安いから

味がよい、おいしいから

売場が家の近くにあるから

生産者の顔が見えるから

売場の品揃えがよいから

環境へのこだわり

栄養価が高いと思うから

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

40歳代以下(n=359)

50～60歳代(n=228)

70歳代以上(n=202)
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④ 地元農産物を購入しない理由（複数回答３つまで） 

・前問（問６①）で「地元農産物を購入しない」とする回答者（n=154）について、地元農産

物を購入しない理由を尋ねました。 

・購入しない理由として「売場が家の近くにない」が 62人と最も多く、次いで「購入できる

場所を知らない」52人、「値段が高そうだから」41人となります。 

・また、その他の理由として、「（地元農産物であることを）あまり気にしていない」や「自家

栽培している」などが挙げられました。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、金勝地域

では「売場の品揃えが少ない」とする回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、50～60歳代では「売場が家の近くにない」が、70歳代以上では「購

入できる場所を知らない」とする回答者がそれぞれ他年代と比べて比較的多くなります。 

・若い年代ほど、「値段が高そうだから」とする回答が多くなる傾向がみられます。 

 

地元農産物を購入しない理由（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

売場が家の近くにない 62 4 9 26 20 29 22 11 

購入できる場所を知らない 52 0 12 26 14 30 12 10 

値段が高そうだから 41 3 9 16 12 27 10 4 

売場の品揃えが少ない 19 3 3 7 6 7 9 3 

傷みがある、色・形が良くないと感

じるなど 
4 0 3 0 1 1 1 2 

味があまりよくないと感じる 1 0 0 1 0 1 0 0 

その他 37 3 10 15 8 25 6 5 

回答者総数 154 8 32 64 44 87 41 25 

 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

62

52

41

19

4

1

37

売場が家の近くにない

購入できる場所を知らない

値段が高そうだから

売場の品揃えが少ない

傷みがある、色・形が良くないと感じるなど

味があまりよくないと感じる

その他

0 20 40 60 80
（n=154）
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地域区分別 地元農産物を購入しない理由（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 地元農産物を購入しない理由（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

50.0%

37.5%

37.5%

37.5%

28.1%

37.5%

28.1%

9.4%

9.4%

31.3%

40.6%

40.6%

25.0%

10.9%

1.6%

23.4%

45.5%

31.8%

27.3%

13.6%

2.3%

18.2%

売場が家の近くにない

購入できる場所を知らない

値段が高そうだから

売場の品揃えが少ない

傷みがある、色・形が良くないと感じるなど

味があまりよくないと感じる

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

金勝地域(n=8) 葉山地域(n=32) 治田地域(n=64) 大宝地域(n=44)

33.3%

34.5%

31.0%

8.0%

1.1%

1.1%

28.7%

53.7%

29.3%

24.4%

22.0%

2.4%

14.6%

44.0%

40.0%

16.0%

12.0%

8.0%

20.0%

売場が家の近くにない

購入できる場所を知らない

値段が高そうだから

売場の品揃えが少ない

傷みがある、色・形が良くないと感じるなど

味があまりよくないと感じる

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

40歳代以下(n=87) 50～60歳代(n=41) 70歳代以上(n=25)
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４）栗東市の特産品について（問７） 

・栗東市の特産品についての認知及び購入状況について、「特産品を知っており、何度か商品

を購入したことがある」が 352人（36.4％）と最も多くなります。 

・「特産品を知っており、よくこれらの商品を購入している」60人（6.2％）及び「特産品は

知っているが、商品を購入したことはない」207人（21.4％）を足して、6割強の回答者が

特産品について認知しており、また 4割強の回答者が購入したことがあるとしています。 

・一方で、「特産品について知らなかった」とする回答者も 291人（30.1％）を占めています。 

・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「特産品を知っており、何度か商品を購入し

たことがある」とする回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・治田地域では、「特産品について知らなかった」とする回答者が他地域と比べて比較的多く

なります。 

・年齢区分別にみると、高齢の年代ほど「特産品を知っており、何度か商品を購入したこと

がある」とする回答が多くなる傾向がみられます。 

・一方で、若い年代ほど「特産品について知らなかった」とする回答が多くなる傾向がみら

れます。 

 

栗東市の特産品について 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

特産品を知っており、よくこれらの

商品を購入している 
60 3 17 24 16 15 12 33 

特産品を知っており、何度か商品

を購入したことがある 
352 41 70 123 113 127 107 116 

特産品は知っているが、商品を購

入したことはない 
207 18 39 68 80 110 63 33 

特産品について知らなかった 291 12 53 124 87 184 78 26 

無回答・無効 57 3 12 14 19 13 11 29 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 
 

栗東市の特産品について（割合） 

 

特産品を知って

おり、よくこれら

の商品を購入

している

6.2%

特産品を知って

おり、何度か商

品を購入したこ

とがある

36.4%

特産品は知って

いるが、商品を購

入したことはない

21.4%

特産品について

知らなかった

30.1%

無回答・無効

5.9%

（n=967）
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地域区分別 栗東市の特産品について（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 栗東市の特産品について（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

3.9%

8.9%

6.8%

5.1%

53.2%

36.6%

34.8%

35.9%

23.4%

20.4%

19.3%

25.4%

15.6%

27.7%

35.1%

27.6%

3.9%

6.3%

4.0%

6.0%

金勝地域

(n=77)

葉山地域

(n=191)

治田地域

(n=353)

大宝地域

(n=315)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特産品を知っており、よくこれらの商品を購入している

特産品を知っており、何度か商品を購入したことがある

特産品は知っているが、商品を購入したことはない

特産品について知らなかった

無回答・無効無回答・無効

3.3%

4.4%

13.9%

28.3%

39.5%

48.9%

24.5%

23.2%

13.9%

41.0%

28.8%

11.0%

2.9%

4.1%

12.2%

40歳代以下

(n=449)

50～60歳代

(n=271)

70歳代以上

(n=237)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特産品を知っており、よくこれらの商品を購入している

特産品を知っており、何度か商品を購入したことがある

特産品は知っているが、商品を購入したことはない

特産品について知らなかった

無回答・無効無回答・無効
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（３）栗東市の農業について 

１）栗東市の農業のイメージ（問８） 

・栗東市の農業のイメージについての評価（3段階評価）として、「そう思う」回答者が多い

項目として、「⑧農業経営は不安定であり、発展も難しい」（評価点 0.68）、「⑤都市と農業

が共存している」（評価点 0.66）、「⑦農業経営は魅力的であり、発展の可能性を感じる」（評

価点 0.63）などが挙げられます。 

・一方、「そう思わない」回答者が多い項目として、「⑥まちの発展や都市化の妨げとなって

いる」（評価点 0.11）、「③全国に誇る農産物がある」（評価点 0.30）、「④農産物の種類が豊

富である」（評価点 0.31）などが挙げられます。 

・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「①栗東市の基幹産業であり、農業が盛んで

ある」や「④農産物の種類が豊富である」「⑤都市と農業が共存している」などの項目が他

地域と比べて「そう思う」回答者が比較的多くなります。また、葉山地域では「⑥まちの

発展や都市化の妨げとなっている」や「⑧農業経営は不安定であり、発展も難しい」など

の項目が他地域と比べて「そう思う」回答者が比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、70 歳代以上では「①栗東市の基幹産業であり、農業が盛んである」

や「③全国に誇る農産物がある」などの項目が他年代と比べて「そう思う」回答者が比較

的多く、また 40歳代以下では「⑦農業経営は魅力的であり、発展の可能性を感じる」の項

目が他年代と比べて「そう思う」回答者が最も多くなります。 

・一方、50～60歳代では「⑦農業経営は魅力的であり、発展の可能性を感じる」の項目が他

年代と比べて「そう思わない」回答者が比較的多くなります。 
 

栗東市の農業のイメージ 

項目 
特にそ

う思う 
そう思う 

思わな

い 

無回答・

無効 

回答者

総数 

評価点

※ 

①栗東市の基幹産業であり、農業が盛んである 34 401 499 33 967 0.50 

②栗東市にとって、あまり重要な産業ではない 22 285 624 36 967 0.35 

③全国に誇る農産物がある 19 240 669 39 967 0.30 

④農産物の種類が豊富である 10 268 649 40 967 0.31 

⑤都市と農業が共存している 34 548 351 34 967 0.66 

⑥まちの発展や都市化の妨げとなっている 9 83 843 32 967 0.11 

⑦農業経営は魅力的であり、発展の可能性を感じる 53 477 399 38 967 0.63 

⑧農業経営は不安定であり、発展も難しい 67 503 361 36 967 0.68 

※特にそう思う=2 点、そう思う=1 点、そう思わない=0 点とし、それぞれの回答者数に点数を乗じたものを合算

し、回答者一人あたりに割り戻した値（無回答、無効を除く）。 
 

栗東市の農業のイメージ（評価点） 

 

 

0.50

0.35

0.30

0.31

0.66

0.11

0.63

0.68

①栗東市の基幹産業であり、農業が盛んである

②栗東市にとって、あまり重要な産業ではない

③全国に誇る農産物がある

④農産物の種類が豊富である

⑤都市と農業が共存している

⑥まちの発展や都市化の妨げとなっている

⑦農業経営は魅力的であり、発展の可能性を感じる

⑧農業経営は不安定であり、発展も難しい

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

（n=967）

「そう思わない」

の回答が多い

「そう思う」

の回答が多い

※無回答、無効を除く 
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地域区分別 栗東市の農業のイメージ（評価点） 

 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 栗東市の農業のイメージ（評価点） 

 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

0.65

0.28

0.36

0.45

0.77

0.15

0.65

0.70

0.61

0.38

0.30

0.34

0.70

0.19

0.58

0.76

0.50

0.34

0.33

0.31

0.67

0.07

0.65

0.64

0.41

0.36

0.26

0.25

0.62

0.10

0.62

0.69

①栗東市の基幹産業であり、農業が盛んである

②栗東市にとって、あまり重要な産業ではない

③全国に誇る農産物がある

④農産物の種類が豊富である

⑤都市と農業が共存している

⑥まちの発展や都市化の妨げとなっている

⑦農業経営は魅力的であり、発展の可能性を感じる

⑧農業経営は不安定であり、発展も難しい

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

金勝地域(n=77) 葉山地域(n=191) 治田地域(n=353) 大宝地域(n=315)

0.44

0.28

0.27

0.30

0.64

0.09

0.66

0.64

0.48

0.40

0.28

0.28

0.67

0.10

0.55

0.73

0.65

0.45

0.40

0.36

0.69

0.15

0.65

0.70

①栗東市の基幹産業であり、農業が盛んである

②栗東市にとって、あまり重要な産業ではない

③全国に誇る農産物がある

④農産物の種類が豊富である

⑤都市と農業が共存している

⑥まちの発展や都市化の妨げとなっている

⑦農業経営は魅力的であり、発展の可能性を感じる

⑧農業経営は不安定であり、発展も難しい

0.0 0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

40歳代以下(n=449) 50～60歳代(n=271) 70歳代以上(n=237)

「そう思わない」

の回答が多い

「そう思う」

の回答が多い

「そう思わない」

の回答が多い

「そう思う」

の回答が多い
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２）まちなか（市街地及び周辺）の農業について（問９） 

① まちなかに農地があることで良いと感じること（複数回答３つまで） 

・まちなかに農地があることで良いと感じることとして、「まちなかにいながら、緑や水辺の自

然を感じることができる」が 693人と最も多く、次いで「新鮮な農作物が身近に購入できる」

535 人、「体験農園や市民農園等を通じて農業に触れる機会が多くなる」285 人となります。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、金勝地域

では「新鮮な農作物が身近に購入できる」や「災害時における延焼の防止や避難場所等と

しての利用が期待できる」などが他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、若い年代ほど「新鮮な農作物が身近に購入できる」や「体験農園や市

民農園等を通じて農業に触れる機会が多くなる」とする回答が多くなる傾向がみられます。 

・高齢の年代ほど「地域の歴史文化や伝統の継承の場として価値を感じる」「災害時における延

焼の防止や避難場所等としての利用が期待できる」とする回答が多くなる傾向がみられます。 
 

まちなかに農地があることで良いと感じること（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

まちなかにいながら、緑や水辺の

自然を感じることができる 
693 52 124 270 226 326 199 160 

新鮮な農作物が身近に購入できる 535 52 107 187 176 259 147 121 

体験農園や市民農園等を通じて農

業に触れる機会が多くなる 
285 31 43 98 106 154 73 52 

雨水を貯水・浸透することで洪水

の防止や土砂の崩壊防止などの

効果が期待できる 

158 12 31 61 53 47 64 47 

地域の歴史文化や伝統の継承の

場として価値を感じる 
155 14 31 61 42 59 45 50 

災害時における延焼の防止や避難

場所等としての利用が期待できる 
141 20 30 44 41 42 48 49 

良いと思うことはない 47 1 11 14 19 22 16 9 

その他 14 3 1 6 3 4 4 5 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 
 

 

693

535

285

158

155

141

47

14

まちなかにいながら、緑や水辺の自然を感じること

ができる

新鮮な農作物が身近に購入できる

体験農園や市民農園等を通じて農業に触れる機会

が多くなる

雨水を貯水・浸透することで洪水の防止や土砂の

崩壊防止などの効果が期待できる

地域の歴史文化や伝統の継承の場として価値を感

じる

災害時における延焼の防止や避難場所等としての

利用が期待できる

良いと思うことはない

その他

0 100 200 300 400 500 600 700 800

（n=967）

※無回答、無効を除く 



31 

地域区分別 まちなかに農地があることで良いと感じること（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 まちなかに農地があることで良いと感じること（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

67.5%

67.5%

40.3%

15.6%

18.2%

26.0%

1.3%

3.9%

64.9%

56.0%

22.5%

16.2%

16.2%

15.7%

5.8%

0.5%

76.5%

53.0%

27.8%

17.3%

17.3%

12.5%

4.0%

1.7%

71.7%

55.9%

33.7%

16.8%

13.3%

13.0%

6.0%

1.0%

まちなかにいながら、緑や水辺の自然を感じること

ができる

新鮮な農作物が身近に購入できる

体験農園や市民農園等を通じて農業に触れる機

会が多くなる

雨水を貯水・浸透することで洪水の防止や土砂の

崩壊防止などの効果が期待できる

地域の歴史文化や伝統の継承の場として価値を

感じる

災害時における延焼の防止や避難場所等として

の利用が期待できる

良いと思うことはない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

金勝地域(n=77) 葉山地域(n=191) 治田地域(n=353) 大宝地域(n=315)

72.6%

57.7%

34.3%

10.5%

13.1%

9.4%

4.9%

0.9%

73.4%

54.2%

26.9%

23.6%

16.6%

17.7%

5.9%

1.5%

67.5%

51.1%

21.9%

19.8%

21.1%

20.7%

3.8%

2.1%

まちなかにいながら、緑や水辺の自然を感じること

ができる

新鮮な農作物が身近に購入できる

体験農園や市民農園等を通じて農業に触れる機

会が多くなる

雨水を貯水・浸透することで洪水の防止や土砂の

崩壊防止などの効果が期待できる

地域の歴史文化や伝統の継承の場として価値を

感じる

災害時における延焼の防止や避難場所等として

の利用が期待できる

良いと思うことはない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

40歳代以下(n=449) 50～60歳代(n=271) 70歳代以上(n=237)
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② まちなかに農地があることで気になること（複数回答３つまで） 

・まちなかに農地があることで気になることとして、「虫や動物の発生」が最も多く、次いで

「農薬散布の拡散」264人、「野焼き」253人、「道路が土や泥で汚れる」207人となります。 

・その他として、「車も排ガスなどの農作物への影響が心配」や「農作業車などの駐車」など

のほか、「あまり気にならない」との意見も多くみられます。 

・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「野焼き」が、葉山地域では「道路が土や泥

で汚れる」とする回答者がそれぞれ他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、若い年代ほど「虫や動物の発生」や「野焼き」を挙げる回答が多くな

る傾向がみられます。 

・50～60歳代では、「農薬散布の拡散」や「農機具等の音」を挙げる回答が他年代と比べて比

較的多くなります。 

 

まちなかに農地があることで気になること（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

虫や動物の発生 307 21 57 115 107 182 82 40 

農薬散布の拡散 264 22 54 87 95 116 86 59 

野焼き 253 30 58 88 75 147 64 42 

道路が土や泥で汚れる 207 19 56 56 71 71 72 61 

ゴミの不法投棄 156 11 33 66 44 57 52 47 

堆肥などのにおい 128 5 26 53 41 72 29 27 

農機具等の音 119 7 25 48 37 45 44 29 

体験農園等の利用者の声や車の

渋滞など 
20 1 6 11 2 9 5 6 

その他 93 11 16 30 28 31 28 30 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 

 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

307

264

253

207

156

128

119

20

93

虫や動物の発生

農薬散布の拡散

野焼き

道路が土や泥で汚れる

ゴミの不法投棄

堆肥などのにおい

農機具等の音

体験農園等の利用者の声や車の渋滞など

その他

0 50 100 150 200 250 300 350

（n=967）
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地域区分別 まちなかに農地があることで気になること（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 まちなかに農地があることで気になること（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

27.3%

28.6%

39.0%

24.7%

14.3%

6.5%

9.1%

1.3%

14.3%

29.8%

28.3%

30.4%

29.3%

17.3%

13.6%

13.1%

3.1%

8.4%

32.6%

24.6%

24.9%

15.9%

18.7%

15.0%

13.6%

3.1%

8.5%

34.0%

30.2%

23.8%

22.5%

14.0%

13.0%

11.7%

0.6%

8.9%

虫や動物の発生

農薬散布の拡散

野焼き

道路が土や泥で汚れる

ゴミの不法投棄

堆肥などのにおい

農機具等の音

体験農園等の利用者の声や車の渋滞など

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

金勝地域(n=77) 葉山地域(n=191) 治田地域(n=353) 大宝地域(n=315)

40.5%

25.8%

32.7%

15.8%

12.7%

16.0%

10.0%

2.0%

6.9%

30.3%

31.7%

23.6%

26.6%

19.2%

10.7%

16.2%

1.8%

10.3%

16.9%

24.9%

17.7%

25.7%

19.8%

11.4%

12.2%

2.5%

12.7%

虫や動物の発生

農薬散布の拡散

野焼き

道路が土や泥で汚れる

ゴミの不法投棄

堆肥などのにおい

農機具等の音

体験農園等の利用者の声や車の渋滞など

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

40歳代以下(n=449) 50～60歳代(n=271) 70歳代以上(n=237)
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③ まちなかでの農業や農地の必要性 

・まちなかでの農業や農地の必要性について、「どちらかといえば必要だと思う」が 398 人

（41.2％）と最も多く、次いで「必要だと思う」314人（32.5％）と合わせて 7割強の回答

者が必要性を認識しています。 

・一方で、「どちらかといえば必要ないと思う」73人（7.5％）及び「必要ないと思う」40人

（4.1％）を合わせた約 1割の回答者が必要ではないと考えています。 

・地域区分（居住地）別にみると、特に金勝地域で「必要だと思う」とする回答が他地域と比

べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、40歳代以下では、「必要だと思う」及び「どちらかといえば必要だと

思う」とする回答者が 8割近くに上ります。 

・一方、50～60歳代では、「必要ないと思う」及び「どちらかといえば必要ないと思う」とす

る回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

 

まちなかでの農業や農地の必要性 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

必要だと思う 314 32 55 112 106 149 86 75 

どちらかといえば必要だと思う 398 27 77 148 134 195 112 86 

必要ないと思う 40 3 8 13 16 9 17 14 

どちらかといえば必要ないと思う 73 9 21 18 25 31 27 15 

わからない 121 3 26 53 31 61 27 32 

無回答・無効 21 3 4 9 3 4 2 15 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 

 

まちなかでの農業や農地の必要性（割合） 

 
 

 

 

 

必要だと思う

32.5%

どちらかといえば

必要だと思う

41.2%

必要ない

と思う

4.1%

どちらかと

いえば必要

ないと思う

7.5%

わからない

12.5%

無回答・無効

2.2%

（n=967）
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地域区分別 まちなかでの農業や農地の必要性（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 まちなかでの農業や農地の必要性（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.6%

28.8%

31.7%

33.7%

35.1%

40.3%

41.9%

42.5%

3.9%

4.2%

3.7%

5.1%

11.7%

11.0%

5.1%

7.9%

3.9%

13.6%

15.0%

9.8%

3.9%

2.1%

2.5%

1.0%

金勝地域

(n=77)

葉山地域

(n=191)

治田地域

(n=353)

大宝地域

(n=315)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

必要ないと思う どちらかといえば必要ないと思う

わからない 無回答・無効無回答・無効

33.2%

31.7%

31.6%

43.4%

41.3%

36.3%

2.0%

6.3%

5.9%

6.9%

10.0%

6.3%

13.6%

10.0%

13.5%

0.9%

0.7%

6.3%

40歳代以下

(n=449)

50～60歳代

(n=271)

70歳代以上

(n=237)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

必要ないと思う どちらかといえば必要ないと思う

わからない 無回答・無効無回答・無効
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３）中山間地域の農業について（問 10） 

① 中山間地域の農業・農地を守ることの必要性 

・中山間地域の農業・農地を守ることの必要性について「農業・農地を守ることは必要であ

る」が 699人（72.3％）と最も多く、回答者の約 7割が、中山間地域の農業・農地の保全

を支持しています。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示しています。 

・年齢区分別にみると、どの年代も概ね同様の傾向を示しています。 
 

中山間地域の農業・農地を守ることの必要性 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

農業・農地を守ることは必要である 699 59 136 259 225 319 207 165 

農業・農地を守る必要はない 49 5 14 8 20 21 20 8 

わからない 196 11 36 79 64 106 42 46 

無回答・無効 23 2 5 7 6 3 2 18 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 
 

中山間地域の農業・農地を守ることの必要性（割合） 

 

 地域区分別（割合） 年齢区分別（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

農業・農地を

守ることは必

要である

72.3%

農業・農地を

守る必要は

ない

5.1%

わからない

20.3%

無回答・無効

2.4%

（n=967）

76.6%

71.2%

73.4%

71.4%

6.5%

7.3%

2.3%

6.3%

14.3%

18.8%

22.4%

20.3%

2.6%

2.6%

2.0%

1.9%

金勝地域

(n=77)

葉山地域

(n=191)

治田地域

(n=353)

大宝地域

(n=315)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業・農地を守ることは必要である

農業・農地を守る必要はない

わからない

無回答・無効無回答・無効

71.0%

76.4%

69.6%

4.7%

7.4%

3.4%

23.6%

15.5%

19.4%

0.7%

0.7%

7.6%

40歳代以下

(n=449)

50～60歳代

(n=271)

70歳代以上

(n=237)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農業・農地を守ることは必要である

農業・農地を守る必要はない

わからない

無回答・無効無回答・無効
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② 保全が必要である理由（複数回答３つまで） 

・前問（問 10①）で「中山間地域の農業・農地の保全が必要」とする回答者（n=699）につい

て、保全が必要である理由について尋ねました。 

・必要である理由として「地域の暮らしを維持していくための産業として必要」が 453 人と

最も多く、次いで「栗東市の農産物の主要な供給源として必要」345人、美しい棚田や農村

の風景を維持していくために必要」307人となります。 

 

中山間地域の農業・農地を守ることが必要である理由（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

③ 保全が必要でない理由（複数回答３つまで） 

・前問（問 10①）で「中山間地域の農業・農地の保全は不要」とする回答者（n=49）につい

て、保全が必要でない理由について尋ねました。 

・必要でない理由として「他の産業などを振興していくべきである」が 32人と最も多く、次

いで「現状でも地域の維持は可能である」18人、「地域住民が自ら解決すべき課題である」

14人となります。 

 

中山間地域の農業・農地を守ることが必要でない理由（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

453

345

307

158

153

100

21

地域の暮らしを維持していくための産業として必要

栗東市の農産物の主要な供給源として必要

美しい棚田や農村の風景を維持していくために必要

洪水や土砂崩れを防止するなどの防災面で必要

地域の歴史や伝統文化の継承の場として必要

地下に水が蓄えられるなど下流域の水源として必要

その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

（n=699）

32

18

14

5

他の産業などを振興していくべきである

現状でも地域の維持は可能である

地域住民が自ら解決すべき課題である

その他

0 5 10 15 20 25 30 35

（n=49）
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（４）栗東市の農業の振興について 

１）農業振興に向けた取組（問 11 複数回答３つまで） 

・栗東市の農業振興に向けた取組として「農産物直売所の充実や地元農産物の産地表示など

の取り組み」が 354人と最も多く、次いで「地元農産物のブランド化・特産品の開発」329

人、「学校給食や地元レストランなどでの地元農産物の使用拡大の取り組み」318人、「市民

参加の農業ボランティアや農業研修など担い手の確保・育成の取り組み」278 人、「安全、

安心で環境にやさしい農業への取り組み」273人となります。 
 

農業振興に向けた取組（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

農産物直売所の充実や地元農産物の産
地表示などの取り組み 

354 24 62 140 116 164 104 83 

地元農産物のブランド化・特産品の開発 329 30 66 113 112 156 108 65 

学校給食や地元レストランなどでの地元
農産物の使用拡大の取り組み 

318 25 59 111 115 152 80 82 

市民参加の農業ボランティアや農業研修
など担い手の確保・育成の取り組み 

278 17 54 101 100 122 84 67 

安全、安心で環境にやさしい農業への取
り組み 

273 21 57 92 89 107 75 86 

農業に関するイベントや市民農園の利用な
ど、市民が気軽に農に親しめる取り組み 

191 19 38 76 53 99 53 38 

都市の緑として景観や自然環境の保全・
維持の取り組み 

151 15 32 55 42 63 51 34 

福祉との連携などによる新たな就労の場
の創出の取り組み 

130 15 20 46 44 71 34 23 

生産・加工・販売といった 6次産業化によ
る高付加価値 

110 10 19 36 44 54 39 17 

農業体験を通じた健康づくりなど、農を活
かした暮らしの質の向上の取り組み 

98 7 14 41 28 54 15 26 

調理実習や調理方法の普及など「食育」
を推進する取り組み 

68 9 11 27 19 37 17 13 

延焼防止や災害避難場所の確保など防
災空間としての機能強化の取り組み 

33 1 7 13 11 11 10 12 

取り組みの必要はない 16 0 5 5 5 7 6 3 

その他 30 5 6 6 12 17 9 3 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 

 
 ※無回答、無効を除く 

354

329

318

278

273

191

151

130

110

98

68

33

16

30

農産物直売所の充実や地元農産物の産地表示などの取り組み

地元農産物のブランド化・特産品の開発

学校給食や地元レストランなどでの地元農産物の使用拡大の取り組み

市民参加の農業ボランティアや農業研修など担い手の確保・育成の取り組み

安全、安心で環境にやさしい農業への取り組み

農業に関するイベントや市民農園の利用など、市民が気軽に農に親しめる取り組み

都市の緑として景観や自然環境の保全・維持の取り組み

福祉との連携などによる新たな就労の場の創出の取り組み

生産・加工・販売といった6次産業化による高付加価値

農業体験を通じた健康づくりなど、農を活かした暮らしの質の向上の取り組み

調理実習や調理方法の普及など「食育」を推進する取り組み

延焼防止や災害避難場所の確保など防災空間としての機能強化の取り組み

取り組みの必要はない

その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400

（n=967）
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・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「地元農産物のブランド化・特産品の開発」

「福祉との連携などによる新たな就労の場の創出の取り組み」「調理実習や調理方法の普及

など「食育」を推進する取り組み」などが他地域と比べて比較的多くなります。 

・葉山地域は、市全体と概ね同様の傾向を示しています。 

・治田地域は、「農産物直売所の充実や地元農産物の産地表示などの取り組み」や「農業体験

を通じた健康づくりなど、農を活かした暮らしの質の向上の取り組み」などが他地域と比

べて比較的多くなります。 

・大宝地域は、「学校給食や地元レストランなどでの地元農産物の使用拡大の取り組み」や「市

民参加の農業ボランティアや農業研修など担い手の確保・育成の取り組み」などが他地域

と比べて比較的多くなります。 

 

地域区分別 農業振興に向けた取組（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

31.2%

39.0%

32.5%

22.1%

27.3%

24.7%

19.5%

19.5%

13.0%

9.1%

11.7%

1.3%

6.5%

32.5%

34.6%

30.9%

28.3%

29.8%

19.9%

16.8%

10.5%

9.9%

7.3%

5.8%

3.7%

2.6%

3.1%

39.7%

32.0%

31.4%

28.6%

26.1%

21.5%

15.6%

13.0%

10.2%

11.6%

7.6%

3.7%

1.4%

1.7%

36.8%

35.6%

36.5%

31.7%

28.3%

16.8%

13.3%

14.0%

14.0%

8.9%

6.0%

3.5%

1.6%

3.8%

農産物直売所の充実や地元農産物の産地表示な

どの取り組み

地元農産物のブランド化・特産品の開発

学校給食や地元レストランなどでの地元農産物の

使用拡大の取り組み

市民参加の農業ボランティアや農業研修など担い

手の確保・育成の取り組み

安全、安心で環境にやさしい農業への取り組み

農業に関するイベントや市民農園の利用など、市

民が気軽に農に親しめる取り組み

都市の緑として景観や自然環境の保全・維持の取

り組み

福祉との連携などによる新たな就労の場の創出の

取り組み

生産・加工・販売といった6次産業化による高付加

価値

農業体験を通じた健康づくりなど、農を活かした暮

らしの質の向上の取り組み

調理実習や調理方法の普及など「食育」を推進す

る取り組み

延焼防止や災害避難場所の確保など防災空間とし

ての機能強化の取り組み

取り組みの必要はない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

金勝地域(n=77)

葉山地域(n=191)

治田地域(n=353)

大宝地域(n=315)
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・年齢区分別にみると、若い年代ほど「農業に関するイベントや市民農園の利用など、市民

が気軽に農に親しめる取り組み」や「福祉との連携などによる新たな就労の場の創出の取

り組み」とする回答が多くなる傾向がみられます。 

・高齢の年代ほど、「安全、安心で環境にやさしい農業への取り組み」とする回答が多くなる

傾向がみられます。 

・50～60歳代では、「地元農産物のブランド化・特産品の開発」や「都市の緑として景観や自

然環境の保全・維持の取り組み」などが他年代と比べて比較的多くなります。 

 

年齢区分別 農業振興に向けた取組（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

36.5%

34.7%

33.9%

27.2%

23.8%

22.0%

14.0%

15.8%

12.0%

12.0%

8.2%

2.4%

1.6%

3.8%

38.4%

39.9%

29.5%

31.0%

27.7%

19.6%

18.8%

12.5%

14.4%

5.5%

6.3%

3.7%

2.2%

3.3%

35.0%

27.4%

34.6%

28.3%

36.3%

16.0%

14.3%

9.7%

7.2%

11.0%

5.5%

5.1%

1.3%

1.3%

農産物直売所の充実や地元農産物の産地表示な

どの取り組み

地元農産物のブランド化・特産品の開発

学校給食や地元レストランなどでの地元農産物の

使用拡大の取り組み

市民参加の農業ボランティアや農業研修など担い

手の確保・育成の取り組み

安全、安心で環境にやさしい農業への取り組み

農業に関するイベントや市民農園の利用など、市

民が気軽に農に親しめる取り組み

都市の緑として景観や自然環境の保全・維持の取

り組み

福祉との連携などによる新たな就労の場の創出の

取り組み

生産・加工・販売といった6次産業化による高付加

価値

農業体験を通じた健康づくりなど、農を活かした暮

らしの質の向上の取り組み

調理実習や調理方法の普及など「食育」を推進す

る取り組み

延焼防止や災害避難場所の確保など防災空間とし

ての機能強化の取り組み

取り組みの必要はない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

40歳代以下(n=449)

50～60歳代(n=271)

70歳代以上(n=237)
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２）栗東市の農業の活性化のため、あなたが取り組みたいと思うこと（問 12 複数回答全て） 

・栗東市の農業活性化に向けて取り組みたいこととして、「栗東市産の農産物・農産加工品を

積極的に購入したい」が 605 人と最も多く、次いで「趣味として市民農園の利用や家庭菜

園を行いたい」261人、「農業体験などに参加したい」124人、「退職後などいずれは農業に

携わりたい」107人となります。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、金勝地域

では「退職後などいずれは農業に携わりたい」とする回答者が他地域と比べて比較的多く

なります。 

・年齢区分別にみると、どの年代も概ね同様の傾向を示していますが、40歳代以下では「農

業体験などに参加したい」とする回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

 

あなたが取り組みたいと思うこと（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

栗東市産の農産物・農産加工品を

積極的に購入したい 
605 41 113 230 204 289 160 149 

趣味として市民農園の利用や家庭

菜園を行いたい 
261 21 46 100 83 128 79 50 

農業体験などに参加したい 124 6 20 53 43 77 26 18 

退職後などいずれは農業に携わり

たい 
107 14 23 35 32 63 36 6 

ボランティアなどで地域の農業を

支援したい 
59 7 5 22 21 23 17 14 

職業として農業を行いたい 18 1 4 5 7 11 3 4 

その他 65 4 16 20 24 17 29 18 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 

 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

605

261

124

107

59

18

65

栗東市産の農産物・農産加工品を積極的に購入したい

趣味として市民農園の利用や家庭菜園を行いたい

農業体験などに参加したい

退職後などいずれは農業に携わりたい

ボランティアなどで地域の農業を支援したい

職業として農業を行いたい

その他

0 100 200 300 400 500 600 700

（n=967）
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地域区分別 あなたが取り組みたいと思うこと（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 あなたが取り組みたいと思うこと（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

53.2%

27.3%

7.8%

18.2%

9.1%

1.3%

5.2%

59.2%

24.1%

10.5%

12.0%

2.6%

2.1%

8.4%

65.2%

28.3%

15.0%

9.9%

6.2%

1.4%

5.7%

64.8%

26.3%

13.7%

10.2%

6.7%

2.2%

7.6%

栗東市産の農産物・農産加工品を積極的に購入

したい

趣味として市民農園の利用や家庭菜園を行いた

い

農業体験などに参加したい

退職後などいずれは農業に携わりたい

ボランティアなどで地域の農業を支援したい

職業として農業を行いたい

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

金勝地域(n=77) 葉山地域(n=191) 治田地域(n=353) 大宝地域(n=315)

64.4%

28.5%

17.1%

14.0%

5.1%

2.4%

3.8%

59.0%

29.2%

9.6%

13.3%

6.3%

1.1%

10.7%

62.9%

21.1%

7.6%

2.5%

5.9%

1.7%

7.6%

栗東市産の農産物・農産加工品を積極的に購入

したい

趣味として市民農園の利用や家庭菜園を行いた

い

農業体験などに参加したい

退職後などいずれは農業に携わりたい

ボランティアなどで地域の農業を支援したい

職業として農業を行いたい

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

40歳代以下(n=449) 50～60歳代(n=271) 70歳代以上(n=237)
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３）参加したいと思う交流、イベント（問 13 複数回答全て） 

・参加したいと思う市民と農業の交流やイベントについて「農業祭」が 368 人と最も多く、

次いで「収穫体験イベント」329人、「産地をめぐるツアー」235人となります。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、金勝地域

では「地元農産物等の栽培講習会」とする回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、40歳代以下では「収穫体験イベント」とする回答者が他年代と比べ

て特に多くなるほか、若い年代ほど「市民農園・貸し農園」や「農業体験・講習会」「農家

民泊」とする回答が多くなる傾向がみられます。 

・高齢の年代ほど「産地をめぐるツアー」や「地元農産物等の栽培講習会」とする回答が多

くなる傾向がみられます。 

 

参加したいと思う交流、イベント（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 

金勝

地域 

葉山

地域 

治田

地域 

大宝

地域 

40歳代 

以下 

50～60 

歳代 

70歳代 

以上 

農業祭 368 32 69 142 114 181 109 75 

収穫体験イベント 329 23 61 128 111 209 71 46 

産地をめぐるツアー 235 15 42 89 83 91 70 70 

地域の農産物を活用した郷土料理

教室 
199 18 45 66 63 99 52 45 

市民農園・貸し農園 180 13 25 72 67 96 48 34 

農業体験・講習会 134 10 24 49 48 66 36 28 

地元農産物等の栽培講習会 114 14 23 38 36 47 31 34 

農家民泊 53 7 11 14 17 35 11 6 

その他 64 9 15 19 20 19 27 17 

回答者総数 967 77 191 353 315 449 271 237 

 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

368

329

235

199

180

134

114

53

64

農業祭

収穫体験イベント

産地をめぐるツアー

地域の農産物を活用した郷土料理教室

市民農園・貸し農園

農業体験・講習会

地元農産物等の栽培講習会

農家民泊

その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400

（n=967）
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地域区分別 参加したいと思う交流、イベント（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 参加したいと思う交流、イベント（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

  

41.6%

29.9%

19.5%

23.4%

16.9%

13.0%

18.2%

9.1%

11.7%

36.1%

31.9%

22.0%

23.6%

13.1%

12.6%

12.0%

5.8%

7.9%

40.2%

36.3%

25.2%

18.7%

20.4%

13.9%

10.8%

4.0%

5.4%

36.2%

35.2%

26.3%

20.0%

21.3%

15.2%

11.4%

5.4%

6.3%

農業祭

収穫体験イベント

産地をめぐるツアー

地域の農産物を活用した郷土料理教室

市民農園・貸し農園

農業体験・講習会

地元農産物等の栽培講習会

農家民泊

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

金勝地域(n=77) 葉山地域(n=191) 治田地域(n=353) 大宝地域(n=315)

40.3%

46.5%

20.3%

22.0%

21.4%

14.7%

10.5%

7.8%

4.2%

40.2%

26.2%

25.8%

19.2%

17.7%

13.3%

11.4%

4.1%

10.0%

31.6%

19.4%

29.5%

19.0%

14.3%

11.8%

14.3%

2.5%

7.2%

農業祭

収穫体験イベント

産地をめぐるツアー

地域の農産物を活用した郷土料理教室

市民農園・貸し農園

農業体験・講習会

地元農産物等の栽培講習会

農家民泊

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

40歳代以下(n=449) 50～60歳代(n=271) 70歳代以上(n=237)
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（５）栗東市の農業に関する自由意見 

・栗東市の農業に関する自由意見について、225件の回答が得られました。 

・意見の内容に基づく分類をみると、その他に分類される意見を除いて、身近なスーパーや

道の駅での地元農産物の販売についての要望など「地元農産物の販売・購入等」に関する

意見が 47件と最も多く挙げられました。 

・次いで、都市の緑としての農地の必要性や野焼きに関する苦情など「都市化と農業」に関

する意見（30件）、子どもや若者が農業に触れるイベントの要望など「農業を知る、学ぶ機

会等の充実」に関する意見（28件）、地元農産物についてもっとアピールするべきなど「普

及啓発、PRの充実」に関する意見（28件）などが挙げられました。 

 

栗東市の農業に関する自由意見（内容に基づく分類） 

 
※複数の分類に該当する意見はそれぞれに計上している 
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30

28

28

24

22

20

16

15

9

9

4

12

8

41

地元農産物の販売・購入等

都市化と農業

農業を知る、学ぶ機会等の充実

普及啓発、PRの充実

特産品の開発・ブランド化等

持続可能な農業経営

担い手の確保・育成

農地の保全

地産地消等

市民農園等

農産物の安心安全

遊休農地の活用

その他農業施策等について

その他行政施策について

その他

0 10 20 30 40 50
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２－２．農業従事者アンケート調査結果 

（１）回答者の属性 

１）居住地（問１①） 

・回答者のお住まいの学区は、「金勝学区」が 177人（25.1％）と最も多く、次いで「葉山学

区」119人（16.9％）、「葉山東学区」116人（16.5％）となります。 

・地域区分別の居住地は、「葉山地域」が 235 人（33.4％）と最も多く、次いで「金勝地域」

177人（25.1％）、「治田地域」155人（22.0％）、「大宝地域」126人（17.9％）となります。 
 

居住地 

学区 回答数（人） 割合（％） 地域区分 回答数（人） 割合（％） 

金勝学区 177 25.1% 金勝地域 177 25.1% 

葉山学区 119 16.9% 葉山地域 235 33.4% 

葉山東学区 116 16.5%    

治田学区 65 9.2% 治田地域 155 22.0% 

治田東学区 33 4.7%    

治田西学区 57 8.1%    

大宝学区 42 6.0% 大宝地域 126 17.9% 

大宝東学区 43 6.1%    

大宝西学区 41 5.8%    

無回答・無効 11 1.6% 分からない 11 1.6% 

回答者総数 704 100.0% 無回答 704 100.0% 
 

 居住地（学区）（割合） 居住地（地域区分）（割合） 

 
 

２）性別（問１②） 

・回答者の性別は、「男性」579人（82.2％）、

「女性」113人（16.1％）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

金勝学区

25.1%

葉山学区

16.9%

葉山東学区

16.5%

治田学区

9.2%

治田東学区

4.7%

治田西学区

8.1%

大宝学区

6.0%

大宝東学区

6.1%

大宝西学区

5.8%

無回答・無効

1.6%

（n=704）

金勝地域

25.1%

葉山地域

33.4%

治田地域

22.0%

大宝地域

17.9%

無回答・無

効

1.6%

（n=704）

性別（割合） 

男性

82.2%

女性

16.1%

無回答・無効

1.7%

（n=704）
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３）年齢（問１③） 

・回答者の年齢は、「70歳代」が 246人（34.9％）と最も多く、次いで「60歳代」215人（30.5％）、

「80歳以上」143人（20.3％）と、比較的高齢の回答者が多くなります。 

・年齢区分別にみると、「50歳代以下」96人（13.6％）、「60歳代」215人（30.5％）、「70歳

代以上」389人（55.3％）となります。 
 

年齢 

学区 回答数（人） 割合（％） 地域区分 回答数（人） 割合（％） 

20歳代 0 0.0% 50歳代以下 96 13.6% 

30歳代 4 0.6%    

40歳代 15 2.1%    

50歳代 77 10.9%    

60歳代 215 30.5% 60歳代 215 30.5% 

70歳代 246 34.9% 70歳代以上 389 55.3% 

80歳以上 143 20.3%    

無回答・無効 4 0.6% 無回答・無効 4 0.6% 

回答者総数 704 100.0% 回答者総数 704 100.0% 
 

 年齢（割合） 年齢区分（割合） 

  

（２）農業経営の状況について 

１）経営形態（問２） 

・経営形態は、「第 2種兼業農家」が 330人（46.9％）と最も多く、「第 1種兼業農家」と合

わせた、回答者の約 5割が兼業農家となります。 

・「専業農家」94人（13.4％）に対して、「生産はしているが販売をしていない」（＝自給的農

家）111人（16.6％）、「農地はあるが農業をしていない」（土地持ち非農家）106人（15.9％）

と、それぞれ回答数を上回ります。 
 

 経営形態 経営形態（割合） 

経営形態 
回答数 

（人） 

割合 

（％） 
経営形態 

（再区分） 
回答数 

（人） 

割合 

（％） 

専業農家 94 13.4% 専業農家 94 14.1% 

第 1種兼業農家 26 3.7% 兼業農家 356 50.6% 

第 2種兼業農家 330 46.9%    

生産はしているが

販売をしていない 
111 15.8% 自給的農家 111 16.6% 

農地はあるが農業

をしていない 
106 15.1% 

土地持ち 

非農家 
106 15.9% 

無回答・無効 37 5.3% 無回答・無効 37 5.3% 

回答者総数 704 100.0% 回答者総数 704 100.0% 

20歳代以下

0.0%

30歳代

0.6%

40歳代

2.1%

50歳代

10.9%

60歳代

30.5%

70歳代

34.9%

80歳以上

20.3%

無回答・無効

0.6%

（n=704）（n=704）（n=704）（n=704）（n=704）（n=704）（n=704）

50歳代以下

13.6%

60歳代

30.5%

70歳代以上

55.3%

無回答・無効

0.6%

（n=704）（n=704）（n=704）（n=704）（n=704）（n=704）（n=704）

専業農家

13.4%

第１種兼業農家

3.7%

第２種兼業農家

46.9%

生産はして

いるが販売

をしていない

15.8%

農地はある

が農業をして

いない

15.1%

無回答・無効

5.3%

（n=704）
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・地域区分（居住地）別にみると、治田地域では「専業農家」「兼業農家」が他地域と比べて

比較的少なく、「自給的農家」が多くなります。 

・「専業農家」は金勝地域が比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、若い年代ほど「兼業農家」の占める割合が多くなる傾向がみられます。 

・高齢の年代ほど、「専業農家」及び「自給的農家」の占める割合が多くなる傾向がみられます。 

 

 地域区分別 経営形態（割合） 年齢区分別 経営形態（割合） 

 
 

２）農業以外の就業状況（問３） 

・前問（問２）で「専業農家以外」とする回答者（n=573）について、農業以外の就業状況を

尋ねました。 

 

① 勤務地 

・勤務地は「栗東市内」が約４割（42.8％）を占め、「栗東市外」（26.7％）を上回ります。 

・栗東市外では、主に近隣市町（草津市、守山市、竜王町等）及び京都、大阪方面が挙げられ

ています。 

 

② 勤務形態 

・勤務形態は、「恒常的勤務」が 4割弱（36.6％）を占め、次いで「自営兼業」（20.1％）、「日

雇・臨時雇」（12.4％）となります。 

 

③ 業種 

・業種は、「鉱業・製造業・建設業」が 85人と最も多く、次いで「サービス業」72人、「不動

産業」67人となります。 

・「その他」として、「無職（働いていない）」が多く挙げられています。 

 

 勤務地（割合） 勤務形態（割合） 業種 

   
 

19.9%

12.5%

8.3%

15.7%

52.4%

56.7%

49.0%

56.2%

14.5%

14.3%

24.1%

14.0%

13.3%

16.5%

18.6%

14.0%

金勝地域

(n=177)

葉山地域

(n=235)

治田地域

(n=155)

大宝地域

(n=126)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専業農家 兼業農家
自給的農家 土地持ち非農家

3.1%

10.1%

19.1%

70.8%

58.9%

45.9%

12.5%

14.5%

18.8%

13.5%

16.4%

16.3%

50歳代以

下(n=96)

60歳代

(n=215)

70歳代以

上(n=389)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専業農家 兼業農家
自給的農家 土地持ち非農家

栗東市内

42.8%

栗東市外

26.7%

無回答・無

効

30.5%

（n=573）

恒常的勤

務

36.6%

自営兼業

20.1%
出稼ぎ

0.2%

日雇・臨時雇

12.4%

無回答・無効

30.7%

（n=573）

4

85

10

16

7

67

23
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農業以外の就業状況 整理表 

 単位：人 

 
  ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

男 女 小計 男 女 小計

林業・水産業

鉱業・製造業・建設業 17 3 20 33 3 36 56

電気・ガス・水道業 2 2 5 5 7

卸売・小売業 1 1 7 7 8

金融・保険業 2 2 3 2 5 7

不動産業 3 3 3

運輸・通信業 5 2 7 8 8 15

サービス業 19 3 22 15 2 17 39

公務員 13 2 15 19 2 21 36

その他 10 10 19 3 22 32

小計 72 10 82 109 12 121 203

林業・水産業 1 1 1

鉱業・製造業・建設業 13 13 1 1 14

電気・ガス・水道業 1 1 2 2

卸売・小売業 4 4 1 1 5

金融・保険業

不動産業 41 8 49 3 3 52

運輸・通信業 1 1 2 2 3

サービス業 4 3 7 1 1 8

公務員 1 1 1

その他 11 11 2 2 13

小計 77 12 89 9 1 10 99

1 1 1

林業・水産業 1 1 1

鉱業・製造業・建設業 7 7 4 1 5 12

電気・ガス・水道業 1 1 1

卸売・小売業 1 1 1

金融・保険業

不動産業 1 1 1

運輸・通信業 1 1 2 2 3

サービス業 17 3 20 4 1 5 25

公務員 2 2 1 1 3

その他 13 4 17 3 3 20

小計 41 9 50 15 2 17 67

191 31 222 133 15 148 370

栗東市外
総計

出稼ぎ

総計

恒

常

的

勤

務

自

営

兼

業

日

雇

・

臨

時

雇

業種
勤

務

形

態

栗東市内
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３）主な生産品目（問４ 複数回答３つまで） 

・主な生産品目は、「水稲」が 523 人と最も多く、次いで「家庭菜園（家用野菜）」227 人、

「麦・大豆」89人、「野菜」78人となります。 

・「野菜」として具体に、玉ねぎ、トマト、ナス、葉物野菜などが挙げられています。 

・「果樹」として具体に、いちじく、ぶどう、柿、栗などが挙げられています。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、葉山地域

及び大宝地域では、「麦・大豆」を挙げる回答が他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、どの年代も概ね同様の傾向を示していますが、70歳代以上では「家

庭菜園（家用野菜）」を挙げる回答が他年代と比べて比較的多くなります。 

・経営形態区分別にみると、専業農家及び兼業農家は同様の傾向を示しますが、専業農家で

は「野菜」や「果樹」「花き・花木」を挙げる回答が兼業農家と比べて比較的多くなります。 

・自給的農家は「家庭菜園（家用野菜）」を、土地持ち非農家は「生産していない」を挙げる

回答が他形態と比べて比較的多くなります。 

 

主な生産品目（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

水稲 523 136 177 109 91 76 162 281 81 322 84 15 

家庭菜園 

（家用野菜） 
227 54 70 55 43 11 24 52 28 113 44 28 

麦・大豆 89 9 47 1 31 13 16 49 19 58 5 3 

野菜 78 21 21 14 19 5 6 16 22 44 8 1 

生産していない 29 4 9 11 5 2 5 12 1 6 0 22 

果樹 27 11 6 4 6 0 1 0 8 11 6 2 

花き・花木 19 7 6 3 3 24 56 147 7 6 1 4 

飼料作物 1 1 0 0 0 6 10 13 0 1 0 0 

その他 8 1 3 2 1 0 3 5 1 3 0 3 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106  

 
※無回答、無効を除く 
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1

8

水稲

家庭菜園（家用野菜）

麦・大豆

野菜

生産していない

果樹

花き・花木

飼料作物

その他

0 100 200 300 400 500 600

（n=704）
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地域区分別 主な生産品目（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 主な生産品目（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

経営形態区分別 主な生産品目（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

7
6
.8

%

3
0
.5

%

5
.1

% 1
1
.9

%

2
.3

%

6
.2

%

4
.0

%

0
.6

%

0
.6

%

7
5
.3

%

2
9
.8

%

2
0
.0

%

8
.9

%

3
.8

%

2
.6

%

2
.6

%

1
.3

%

7
0
.3

%

3
5
.5

%

0
.6

% 9
.0

%

7
.1

%

2
.6

%

1
.9

%

1
.3

%

7
2
.2

%

3
4
.1

%

2
4
.6

%

1
5
.1

%

4
.0

%

4
.8

%

2
.4

%

0
.8

%

水
稲

家
庭
菜
園
（
家
用

野
菜
）

麦
・
大
豆

野
菜

生
産
し
て
い
な
い

果
樹

花
き
・
花
木

飼
料
作
物

そ
の
他

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

金勝地域(n=177) 葉山地域(n=235)

治田地域(n=155) 大宝地域(n=126)
7
9
.2

%

2
5
.0

%

1
1
.5

%

1
3
.5

%

6
.3

%

5
.2

%

2
.1

%

7
5
.3

%

2
6
.0

%

1
1
.2

%

7
.4

%

4
.7

%

2
.8

%

2
.3

%

0
.5

%

1
.4

%

7
2
.2

%

3
7
.8

%

1
3
.4

%

1
2
.6

%

3
.3

%

4
.1

%

3
.1

%

1
.3

%

水
稲

家
庭
菜
園
（
家
用

野
菜
）

麦
・
大
豆

野
菜

生
産
し
て
い
な
い

果
樹

花
き
・
花
木

飼
料
作
物

そ
の
他

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

50歳代以下(n=96) 60歳代(n=215)

70歳代以上(n=389)

8
6
.2

%

2
9
.8

%

2
0
.2

%

2
3
.4

%

1
.1

% 8
.5

%

7
.4

%

1
.1

%

9
0
.4

%

3
1
.7

%

1
6
.3

%

1
2
.4

%

1
.7

%

3
.1

%

1
.7

%

0
.3

%

0
.8

%

7
5
.7

%

3
9
.6

%

4
.5

%

7
.2

%

5
.4

%

0
.9

%

1
4
.2

%

2
6
.4

%

2
.8

%

0
.9

%

2
0
.8

%

1
.9

%

3
.8

%

2
.8

%

水
稲

家
庭
菜
園
（
家
用

野
菜
）

麦
・
大
豆

野
菜

生
産
し
て
い
な
い

果
樹

花
き
・
花
木

飼
料
作
物

そ
の
他

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

専業農家(n=94) 兼業農家(n=356)

自給的農家(n=111) 土地持ち非農家(n=106)



52 

４）主な出荷先（問５ 複数回答３つまで） 

・主な出荷先（販売先）として、「農業協同組合」が 337 人と最も多く、次いで「自家消費」

268人、「近所・親戚・知人に配る」184人となります。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、葉山地域

では「農業協同組合」を、金勝地域では「近所・親戚・知人に配る」や「個人」を挙げる回

答が他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、若い年代ほど「農業協同組合」や「個人」を挙げる回答が多くなる傾

向がみられ、また高齢の年代ほど「近所・親戚・知人に配る」を挙げる回答が多くなる傾

向がみられます。 

・経営形態区分別にみると、専業農家及び兼業農家は同様の傾向を示しますが、専業農家で

は「朝市や農産物直売所」や「市場や卸売業者」を挙げる回答が兼業農家と比べて比較的

多くなります。 

 

主な出荷先（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

農業協同組合 337 82 127 62 62 55 111 167 81 322 84 15 

自家消費 268 72 86 62 43 40 73 155 28 113 44 28 

近所・親戚・知

人に配る 
184 63 49 42 28 15 51 118 19 58 5 3 

個人（ネット通

販を除く） 
56 26 17 8 4 16 17 23 22 44 8 1 

朝市や農産物

直売所 
53 15 18 5 13 6 11 36 1 6 0 22 

特定の取引先 40 12 14 5 8 7 11 21 8 11 6 2 

市場や卸売業者 22 7 11 0 4 5 8 9 7 6 1 4 

小売店や飲食

店など 
13 1 7 2 3 6 3 4     

庭先など（無人

販売を含む） 
2 0 0 1 1 1 0 1     

食品加工場など 2 1 1 0 0 1 1 0     

インターネット

など通信販売 
2 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 

その他 12 3 4 3 2 0 6 5 1 3 0 3 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106  

 
※無回答、無効を除く 
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地域区分別 主な出荷先（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 主な出荷先（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

経営形態区分別 主な出荷先（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 
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（３）農地等の状況について 

１）農地の所有等状況（問６） 

・農地の所有等状況をみると、回答者合計で自作地約30,802a（うち田約28,859a、畑1，943a）、

貸付地約 12,387a（うち田約 12,218a、畑約 169a）となります。また、借入耕地は約 8,288a

（うち田約 7,121a、畑約 1,166a）となります。 

・回答者一人あたりの所有面積は、自作地約 62.6a（うち田約 55.8a、畑 6.8a）、貸付地約 71.8a

（うち田約 66.4a、畑約 5.4a）となります。また、借入耕地は約 100.8a（うち田約 61.9a、

畑約 38.9a）となります。 

・また、施設園芸の農地は、一人あたり自作地約 16.7a、貸付地約 13.9a、借入耕地約 15.1a

となります。 

 

農地の所有等状況 

 上段：回答数、中段：合計（a）、下段：平均（a） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

農地の所有等状況（一人あたり平均面積） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域及び葉山地域では、一人あたりの自作地の規模

が他地域と比べて比較的大きくなります。 

・大宝地域は貸付地の規模が他地域と比べて比較的大きく、また治田地域は自作地、貸付地、

借入耕地ともに規模が他地域と比べて比較的小さくなります。 

(16.7) (13.9) (15.1)

自作地 貸付地
借入耕地

所有耕地

(6.8) (5.4) (38.9)

602.3 55.4 150.6

36 4 10

1,943.4 168.8 1,166.4

517 184 115

285 31 30

28,858.6

(55.8) (66.4) (61.9)

7,121.212,217.7

農地（区分）

うち、施設

園芸

田

畑

合計（田及び畑）
30,802.0 12,386.5 8,287.6

(62.6) (71.8) (100.8)
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80

100

120

（
a
）

田面積（平均） 畑面積（平均）
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・年齢区分別にみると、50 歳代以下及び 60 歳代では自作地及び貸付地に比べて借入耕地の

規模が大きくなる傾向がみられます。70歳代以上では、自作地の規模が他年代と比べて比

較的大きくなります。 

・経営形態区分別にみると、専業農家は自作地に比べて貸付地及び借入耕地の規模が大きく

なる傾向がみられます。自給的農家は、自作地、貸付地、借入耕地ともに規模が小さく、

また土地持ち非農家は自作地の規模が他形態と比べて比較的大きくなります。 

 

地域区分別 農地の所有等状況（一人あたり平均面積） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 農地の所有等状況（一人あたり平均面積） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

経営形態区分別 農地の所有等状況（一人あたり平均面積） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 
 

 

75.4 69.7

27.2 39.8 31.1

76.5

29.0

147.2

50.1

84.1

21.8

61.4

12.8
6.5

3.9
3.9 10.3

1.5

1.7

10.1

32.7

42.6

3.9

69.5
88.2

76.2

31.1
43.7 41.4

78.1

30.6

157.3

82.8

126.7

25.6

130.9

金勝地域 葉山地域 治田地域 大宝地域 金勝地域 葉山地域 治田地域 大宝地域 金勝地域 葉山地域 治田地域 大宝地域

自作地 貸付地 借入耕地

0

50

100

150

200

田面積（平均） 畑面積（平均）

38.4 36.1
68.6

26.1

77.3 67.2
47.3

73.1
59.6

5.8 9.7

5.7

4.6

11.6
1.9

60.1

119.0

8.044.3 45.7

74.3

30.7

88.9

69.1

107.4

192.2

67.6

50歳代以下 60歳代 70歳代以上 50歳代以下 60歳代 70歳代以上 50歳代以下 60歳代 70歳代以上

自作地 貸付地 借入耕地

0

50

100

150

200

田面積（平均） 畑面積（平均）

56.3 54.7
16.1

315.6

170.5

34.6 18.9

96.4 101.5
53.3

19.3 35.0

16.4 4.2

4.5

13.5

19.0

2.9
4.2

1.6

85.7

18.6

3.6
1.5

72.7
59.0

20.6

329.1

189.5

37.5
23.2

98.0

187.2

71.9

22.9
36.5

専業農家 兼業農家 自給的

農家

土地持ち

非農家

専業農家 兼業農家 自給的

農家

土地持ち

非農家

専業農家 兼業農家 自給的

農家

土地持ち

非農家

自作地 貸付地 借入耕地

0

50

100

150

200

250

300

350

田面積（平均） 畑面積（平均）
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２）遊休農地の有無（問７） 

・所有している農地の遊休農地の有無について、123人（17.5％）が「遊休農地あり」と回答

しました。 

・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域及び治田地域で「遊休農地あり」とする回答者が

他地域と比べて比較的多くなります。 

・年齢区分別にみると、若い年代ほど「遊休農地あり」とする回答が多くなる傾向がみられます。 

・経営形態区分別にみると、土地持ち非農家についで、専業農家で「遊休農地あり」とする

回答者が多くなります。 

 

遊休農地の有無 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

遊休農地あり 123 49 30 34 10 26 42 54 18 53 10 35 

遊休農地なし 535 109 195 115 106 69 162 301 71 293 93 56 

無回答・無効 46 19 10 6 10 1 11 34 5 10 8 15 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 

 

 遊休農地の有無（割合） 地域区分別 遊休農地の有無（割合） 

   
 

 年齢区分別 遊休農地の有無（割合） 経営形態区分別 遊休農地の有無（割合） 

 
 

 

遊休農地

あり

17.5%

遊休農地なし

76.0%

無回答・無効

6.5%

（n=704）

27.7%

12.8%

21.9%

7.9%

61.6%

83.0%

74.2%

84.1%

10.7%

4.3%

3.9%

7.9%

金勝地域

(n=177)

葉山地域

(n=235)

治田地域

(n=155)

大宝地域

(n=126)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遊休農地あり 遊休農地なし 無回答・無効

27.1%

19.5%

13.9%

71.9%

75.3%

77.4%

1.0%

5.1%

8.7%

50歳代以

下(n=96)

60歳代

(n=215)

70歳代以

上(n=389)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遊休農地あり 遊休農地なし 無回答・無効

19.1%

14.9%

9.0%

33.0%

75.5%

82.3%

83.8%

52.8%

5.3%

2.8%

7.2%

14.2%

専業農家(n=94)

兼業農家(n=356)

自給的農家(n=111)

土地持ち非農家

(n=106)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遊休農地あり 遊休農地なし 無回答・無効



57 

３）遊休農地の状況（問８） 

・前問（問７）で「遊休農地あり」とする回答者（n=123）について、遊休農地の状況を尋ね

ました。 

 

① 遊休農地の規模 

・所有する遊休農地の規模は、回答者合計で約 1,917a、一人あたり約 16.8aとなります。 

・地域区分（居住地）別にみると、最も遊休農地の一人あたり規模が大きい地域は葉山地域

（約 24.2a）となり、規模が小さい地域は治田地域（約 13.7a）となります。 

 

 上段：回答数、中段：合計（a）、下段：平均（a） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

② 遊休農地の増減 

・遊休農地の規模について、10年前からの変化は、「変わらない」が約半数（50.4％）を占め

ています。 

・「増えている」は 22.8％となり、「減っている」（9.8％）を上回っています。 

 

遊休農地の増減（割合） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

市全域

金勝地域 葉山地域 治田地域 大宝地域

114 48 24 32 10

1,917.1 704.4 579.9 438.1 194.7

(16.8) (14.7) (24.2) (13.7) (19.5)

遊休農地

農地（区分）

増えている

22.8%

減っている

9.8%

変わらない

50.4%

無回答・無効

17.1%

（n=123）
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１）耕作していない理由（複数回答２つまで） 

・当該遊休農地について、耕作していない理由として、「農地の条件が悪く耕作に適さない」

が 46 人と最も多く、次いで「高齢化や健康面の不安により耕作できない」43 人となりま

す。 

・その他の理由として、「農機具を搬入することができない」「水が確保できない」など農地

としての不適であるとの理由などが挙げられています。 
 

耕作しない理由（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「農地の条件が悪く耕作に適さない」に次い

で「有害鳥獣の被害が著しいから」を挙げる回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・葉山地域及び治田地域では、「高齢化や健康面の不安により耕作できない」が最も多く挙げ

られています。 

・大宝地域では、「農業以外の仕事に力を入れている」が最も多く挙げられています。 
 

地域区分別 耕作しない理由（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

46

43

19

18

13

6

15

農地の条件が悪く耕作に適さない

高齢化や健康面の不安により耕作できない

有害鳥獣の被害が著しいから

農業以外の仕事に力を入れている

人出が不足している

周辺農地の荒廃のため耕作できない

その他

0 20 40 60
（n=123）

44.9%

24.5%

34.7%

6.1%

8.2%

6.1%

6.1%

43.3%

43.3%

6.7%

3.3%

20.0%

3.3%

10.0%

26.5%

44.1%

29.4%

5.9%

5.9%

20.6%

20.0%

30.0%

40.0%

10.0%

20.0%

農地の条件が悪く耕作に適さない

高齢化や健康面の不安により耕作できない

有害鳥獣の被害が著しいから

農業以外の仕事に力を入れている

人出が不足している

周辺農地の荒廃のため耕作できない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

金勝地域(n=49) 葉山地域(n=30) 治田地域(n=34) 大宝地域(n=10)



59 

・年齢区分別にみると、50歳代以下では「農業以外の仕事に力を入れている」や「人手が不

足している」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・70歳代以上では「高齢化や健康面の不安により耕作できない」が最も多く挙げられています。 
 

年齢区分別 耕作しない理由（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

・経営形態区分別にみると、自給的農家では「農地の条件が悪く耕作に適さない」が最も多

く挙げられています。 

・土地持ち非農家では、「高齢化や健康面の不安により耕作できない」が最も多く挙げられています。 
 

経営形態区分別 耕作しない理由（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

34.6%

11.5%

3.8%

30.8%

23.1%

3.8%

15.4%

33.3%

31.0%

16.7%

16.7%

9.5%

2.4%

16.7%

40.7%

50.0%

18.5%

5.6%

5.6%

7.4%

7.4%

農地の条件が悪く耕作に適さない

高齢化や健康面の不安により耕作できない

有害鳥獣の被害が著しいから

農業以外の仕事に力を入れている

人出が不足している

周辺農地の荒廃のため耕作できない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

50歳代以下(n=26) 60歳代(n=42) 70歳代以上(n=54)

38.9%

22.2%

27.8%

5.6%

16.7%

50.9%

22.6%

17.0%

15.1%

13.2%

9.4%

15.1%

80.0%

20.0%

10.0%

20.0%

20.0%

8.6%

54.3%

5.7%

20.0%

8.6%

2.9%

11.4%

農地の条件が悪く耕作に適さない

高齢化や健康面の不安により耕作できない

有害鳥獣の被害が著しいから

農業以外の仕事に力を入れている

人出が不足している

周辺農地の荒廃のため耕作できない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

専業農家(n=18) 兼業農家(n=53) 自給的農家(n=10) 土地持ち非農家(n=35)
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２）遊休農地の今後 

・遊休農地を今後どのようにしていきたいかについて、「現状維持もやむを得ない」が 32 人

と最も多くなります。 

・農地として「保全管理に努めたい」（21人）との意見も多く挙げられる一方、「農地を転用

して利用したい」（20人）や「農地を売却したい」（17人）など、農地としての利用を断念

する意見もみられます。  
遊休農地の今後 

 
※無回答、無効を除く 

 

・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「保全管理に努めたい」を挙げる回答者が他

地域と比べて比較的多くなります。 

・大宝地域では「現状維持もやむを得ない」及び「耕作を再開したい」を挙げる回答者が他

地域と比べて比較的多くなります。 
 

地域区分別 遊休農地の今後（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

32

21

20

17

8

7

3

5

現状維持もやむを得ない

保全管理に努めたい

農地を転用して利用したい

農地を売却したい

農地を貸したい

耕作を再開したい

農作業を委託したい

その他

0 5 10 15 20 25 30 35
（n=123）

28.6%

26.5%

10.2%

6.1%

6.1%

4.1%

4.1%

6.1%

26.7%

10.0%

20.0%

20.0%

13.3%

6.7%

17.6%

8.8%

20.6%

23.5%

2.9%

2.9%

2.9%

5.9%

40.0%

20.0%

20.0%

20.0%

現状維持もやむを得ない

保全管理に努めたい

農地を転用して利用したい

農地を売却したい

農地を貸したい

耕作を再開したい

農作業を委託したい

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

金勝地域(n=49) 葉山地域(n=30) 治田地域(n=34) 大宝地域(n=10)
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・年齢区分別にみると、高齢の年代ほど「現状維持もやむを得ない」を挙げる回答者が多く

なります。 

・50歳代以下では「農地を転用して利用したい」や「農地を売却したい」を挙げる回答者が

他年代と比べて比較的多くなります。 
 

年齢区分別 遊休農地の今後（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

・経営形態区分別にみると、土地持ち非農家では「農地を転用して利用したい」が最も多く挙

げられています。 

・自給的農家では、「農地を貸したい」が他形態と比べて比較的多く挙げられています。 
 

経営形態区分別 遊休農地の今後（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

11.5%

11.5%

23.1%

26.9%

3.8%

11.5%

21.4%

31.0%

11.9%

4.8%

9.5%

4.8%

2.4%

4.8%

35.2%

9.3%

16.7%

14.8%

5.6%

3.7%

3.7%

5.6%

現状維持もやむを得ない

保全管理に努めたい

農地を転用して利用したい

農地を売却したい

農地を貸したい

耕作を再開したい

農作業を委託したい

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

50歳代以下(n=26) 60歳代(n=42) 70歳代以上(n=54)

16.7%

27.8%

11.1%

16.7%

11.1%

11.1%

30.2%

22.6%

13.2%

13.2%

3.8%

9.4%

1.9%

30.0%

10.0%

20.0%

20.0%

10.0%

10.0%

20.0%

8.6%

25.7%

14.3%

8.6%

5.7%

2.9%

現状維持もやむを得ない

保全管理に努めたい

農地を転用して利用したい

農地を売却したい

農地を貸したい

耕作を再開したい

農作業を委託したい

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

専業農家(n=18) 兼業農家(n=53) 自給的農家(n=10) 土地持ち非農家(n=35)
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３）農業生産基盤の課題（問９ 複数回答３つまで） 

・改善等が必要と考える農業生産基盤について、「特にない」が 194人と最も多く、次いで「農

地の水はけがよくない」165人、「農地が分散している」135人、「農道が狭い」134人、「農

地の区画が不整形」130人となります。 

・その他として、水路の整備や保全に関する意見などが挙げられています。 

 

農業生産基盤の課題（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

特にない 194 50 51 61 30 21 58 115 92 39 37 92 

農地の水はけが

よくない 
165 68 39 29 27 27 53 82 92 24 10 92 

農地が分散して

いる 
135 27 61 18 28 21 36 78 75 19 10 75 

農道が狭い 134 19 75 12 25 14 50 70 71 20 14 71 

農地の区画が不

整形 
130 37 54 19 18 23 41 65 77 13 16 77 

農地の区画が狭い 104 21 48 10 22 15 30 57 59 14 11 59 

用水量が不足し

ている 
73 20 31 15 6 15 18 40 46 10 5 46 

用水路・排水路が

分かれていない 
43 1 16 12 14 7 12 24 25 7 2 25 

農道が農地に接

していない 
33 5 12 8 8 3 9 21 19 6 4 19 

井戸・水路などの

灌漑施設がない 
19 4 3 5 7 1 7 11 9 4 4 9 

その他 52 15 16 10 10 13 17 22 29 4 6 29 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 
 

 
※無回答、無効を除く 

 

 

 

194

165

135

134

130

104

73

43

33

19

52

特にない

農地の水はけがよくない

農地が分散している

農道が狭い

農地の区画が不整形

農地の区画が狭い

用水量が不足している

用水路・排水路が分かれていない

農道が農地に接していない

井戸・水路などの灌漑施設がない

その他

0 50 100 150 200 250

（n=704）
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・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「農地の水はけがよくない」を挙げる回答者

が他地域と比べて比較的多くなります。 

・葉山地域では、「農道が狭い」が最も多く挙げられており、その他「農地が分散している」

や「農地の区画が不整形」、「農地の区画が狭い」などを挙げる回答者が他地域と比べて比

較的多くなります。 

・治田地域では、「特にない」とする回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・大宝地域では、「用水路・排水路が分かれていない」を挙げる回答者が他地域と比べて比較

的多くなります。 

 

地域区分別 農業生産基盤の課題（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.2%

38.4%

15.3%

10.7%

20.9%

11.9%

11.3%

0.6%

2.8%

2.3%

8.5%

21.7%

16.6%

26.0%

31.9%

23.0%

20.4%

13.2%

6.8%

5.1%

1.3%

6.8%

39.4%

18.7%

11.6%

7.7%

12.3%

6.5%

9.7%

7.7%

5.2%

3.2%

6.5%

23.8%

21.4%

22.2%

19.8%

14.3%

17.5%

4.8%

11.1%

6.3%

5.6%

7.9%

特にない

農地の水はけがよくない

農地が分散している

農道が狭い

農地の区画が不整形

農地の区画が狭い

用水量が不足している

用水路・排水路が分かれていない

農道が農地に接していない

井戸・水路などの灌漑施設がない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

金勝地域(n=177) 葉山地域(n=235) 治田地域(n=155) 大宝地域(n=126)
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・年齢区分別にみると、50歳代以下では、「農地の水はけがよくない」が最も多く挙げられて

おり、その他「農地の区画が不整形」「用水量が不足している」を挙げる回答者が他地域と

比べて比較的多くなります。 

・60歳代では、「農道が狭い」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・70歳代以上では、「特にない」とする回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

 

年齢区分別 農業生産基盤の課題（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.9%

28.1%

21.9%

14.6%

24.0%

15.6%

15.6%

7.3%

3.1%

1.0%

13.5%

27.0%

24.7%

16.7%

23.3%

19.1%

14.0%

8.4%

5.6%

4.2%

3.3%

7.9%

29.6%

21.1%

20.1%

18.0%

16.7%

14.7%

10.3%

6.2%

5.4%

2.8%

5.7%

特にない

農地の水はけがよくない

農地が分散している

農道が狭い

農地の区画が不整形

農地の区画が狭い

用水量が不足している

用水路・排水路が分かれていない

農道が農地に接していない

井戸・水路などの灌漑施設がない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

50歳代以下(n=96) 60歳代(n=215) 70歳代以上(n=389)
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・経営形態区分別にみると、専業農家では「農地の水はけがよくない」が最も多く挙げられ、

その他「農地が分散している」「農道が狭い」「農地の区画が狭い」など、農地の集約化と

規模の確保に関する意見について、他形態と比べて比較的多くなります。 

・兼業農家は、専業農家と概ね同様の傾向を示していますが、「農地の区画が不整形」や「用

水量が不足している」を挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

・自給的農家及び土地持ち非農家は、「特にない」とする回答者が他形態と比べて比較的多く

なります。 

 

経営形態区分別 農業生産基盤の課題（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.3%

33.0%

25.5%

22.3%

20.2%

18.1%

10.6%

6.4%

3.2%

2.1%

9.6%

25.8%

25.8%

21.1%

19.9%

21.6%

16.6%

12.9%

7.0%

5.3%

2.5%

8.1%

35.1%

21.6%

17.1%

18.0%

11.7%

12.6%

9.0%

6.3%

5.4%

3.6%

3.6%

34.9%

9.4%

9.4%

13.2%

15.1%

10.4%

4.7%

1.9%

3.8%

3.8%

5.7%

特にない

農地の水はけがよくない

農地が分散している

農道が狭い

農地の区画が不整形

農地の区画が狭い

用水量が不足している

用水路・排水路が分かれていない

農道が農地に接していない

井戸・水路などの灌漑施設がない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

専業農家(n=94) 兼業農家(n=356) 自給的農家(n=111) 土地持ち非農家(n=106)
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４）地域に必要な施設、機械（問 10 複数回答３つまで） 

・地域に必要な施設、機械について、「農作業機械（共同利用）」が 167 人と最も多く、次い

で「鳥獣被害防止施設」80人、「ミニライスセンター」77人、「機械収納施設」73人となり

ます。 

・その他として、水路の清掃や流量のコントロール、また農道の除草等のための整備との意

見のほか、「特に必要ない」との意見も挙げられています。 

 

地域に必要な施設、機械（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

農作業機械（共

同利用） 
167 41 61 32 30 30 53 84 26 93 35 9 

鳥獣被害防止施設 80 54 8 9 8 8 25 46 16 35 18 7 

ミニライスセンター 77 27 27 6 15 14 27 36 16 42 12 4 

機械収納施設 73 12 30 13 18 14 22 36 15 45 6 3 

廃棄物処理施設 63 13 21 11 18 9 23 31 7 36 10 8 

出荷・流通施設 46 9 20 9 8 10 13 23 7 28 3 6 

加工施設 43 9 19 8 6 9 14 20 9 24 4 4 

貯蔵施設 39 5 16 6 10 3 13 23 10 22 3 3 

揚・排水機械 35 14 8 10 3 6 10 19 7 22 3 2 

育苗施設 28 5 14 7 2 0 9 19 1 20 2 2 

防除・消毒機械 23 6 10 2 4 1 8 14 6 16 1 0 

栽培・飼育施設 18 6 7 4 0 0 2 15 1 9 3 1 

その他 38 10 8 12 8 7 11 20 3 17 8 7 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 
 

 
※無回答、無効を除く 

 

 

167

80

77

73

63

46

43

39

35

28

23

18

38

農作業機械（共同利用）

鳥獣被害防止施設

ミニライスセンター

機械収納施設

廃棄物処理施設

出荷・流通施設

加工施設

貯蔵施設

揚・排水機械

育苗施設

防除・消毒機械

栽培・飼育施設

その他

0 50 100 150 200

（n=704）
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・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「鳥獣被害防止施設」を挙げる回答者が特に

多く、また「ミニライスセンター」を挙げる回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・葉山地域では、「農作業機械（共同利用）」が最も多く挙げられており、その他「出荷・流通

施設」「加工施設」などを挙げる回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・治田地域では、「農作業機械（共同利用）」が最も多く挙げられ、次いで「機械収納施設」な

どが挙げられています。 

・大宝地域では、「機械収納施設」「廃棄物処理施設」などを挙げる回答者が他地域と比べて

比較的多くなります。 

 

地域区分別 地域に必要な施設、機械（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.2%

30.5%

15.3%

6.8%

7.3%

5.1%

5.1%

2.8%

7.9%

2.8%

3.4%

3.4%

5.6%

26.0%

3.4%

11.5%

12.8%

8.9%

8.5%

8.1%

6.8%

3.4%

6.0%

4.3%

3.0%

3.4%

20.6%

5.8%

3.9%

8.4%

7.1%

5.8%

5.2%

3.9%

6.5%

4.5%

1.3%

2.6%

7.7%

23.8%

6.3%

11.9%

14.3%

14.3%

6.3%

4.8%

7.9%

2.4%

1.6%

3.2%

6.3%

農作業機械（共同利用）

鳥獣被害防止施設

ミニライスセンター

機械収納施設

廃棄物処理施設

出荷・流通施設

加工施設

貯蔵施設

揚・排水機械

育苗施設

防除・消毒機械

栽培・飼育施設

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

金勝地域(n=177) 葉山地域(n=235) 治田地域(n=155) 大宝地域(n=126)
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・年齢区分別にみると、50歳代以下では、「農作業機械（共同利用）」が最も多く挙げられて

おり、その他「ミニライスセンター」「機械収納施設」「出荷・流通施設」「加工施設」など

を挙げる回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・60歳代では、「廃棄物処理施設」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・70歳代以上では、概ね他年代と同様の傾向を示しています。 

 

年齢区分別 地域に必要な施設、機械（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.3%

8.3%

14.6%

14.6%

9.4%

10.4%

9.4%

3.1%

6.3%

1.0%

7.3%

24.7%

11.6%

12.6%

10.2%

10.7%

6.0%

6.5%

6.0%

4.7%

4.2%

3.7%

0.9%

5.1%

21.6%

11.8%

9.3%

9.3%

8.0%

5.9%

5.1%

5.9%

4.9%

4.9%

3.6%

3.9%

5.1%

農作業機械（共同利用）

鳥獣被害防止施設

ミニライスセンター

機械収納施設

廃棄物処理施設

出荷・流通施設

加工施設

貯蔵施設

揚・排水機械

育苗施設

防除・消毒機械

栽培・飼育施設

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

50歳代以下(n=96) 60歳代(n=215) 70歳代以上(n=389)
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・経営形態区分別にみると、専業農家では「鳥獣被害防止施設」「ミニライスセンター」「機

械収納施設」「加工施設」「貯蔵施設」を挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなりま

す。 

・兼業農家は、専業農家と概ね同様の傾向を示していますが、「育苗施設」を挙げる回答者が

他形態と比べて比較的多くなります。 

・自給的農家は、「農作業機械（共同利用）」を挙げる回答者が特に多く、また「鳥獣被害防止

施設」を挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

・土地持ち非農家は無回答が多く、必要な施設、機械についての意見はあまりみられません。 

 

経営形態区分別 地域に必要な施設、機械（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

27.7%

17.0%

17.0%

16.0%

7.4%

7.4%

9.6%

10.6%

7.4%

1.1%

6.4%

1.1%

3.2%

26.1%

9.8%

11.8%

12.6%

10.1%

7.9%

6.7%

6.2%

6.2%

5.6%

4.5%

2.5%

4.8%

31.5%

16.2%

10.8%

5.4%

9.0%

2.7%

3.6%

2.7%

2.7%

1.8%

0.9%

2.7%

7.2%

8.5%

6.6%

3.8%

2.8%

7.5%

5.7%

3.8%

2.8%

1.9%

1.9%

0.9%

6.6%

農作業機械（共同利用）

鳥獣被害防止施設

ミニライスセンター

機械収納施設

廃棄物処理施設

出荷・流通施設

加工施設

貯蔵施設

揚・排水機械

育苗施設

防除・消毒機械

栽培・飼育施設

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

専業農家(n=94) 兼業農家(n=356) 自給的農家(n=111) 土地持ち非農家(n=106)
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（４）今後の農業経営について 

１）後継者の有無（問 11） 

・後継者の有無について、「後継者がいる（すでに引き継いでいる）」（36人）及び「後継者が

いる（今後引き継ぐ予定である）」（95人）「自分が後継者であり、すでに引き継いでいる」

（50人）を合わせた 181人（25.7％）について後継者が存在しており、「後継者候補はいる

が、引き継ぐかどうかは未定」（244人）を含めて回答者の約 6割について、後継の可能性

があります。 

・一方、「後継者はいない」とする回答者も 252人（35.8％）にのぼります。 

 

後継者の有無 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

後継者がいる 

（すでに引き継い

でいる） 

36 12 8 11 5 2 5 28 9 24 1 1 

後継者がいる 

（今後引き継ぐ予

定である） 

95 32 28 20 12 5 16 72 17 58 12 4 

後継者候補はい

るが、引き継ぐか

どうかは未定 

244 56 83 57 44 32 76 136 30 135 44 22 

自分が後継者で

あり、すでに引き

継いでいる 

50 11 18 9 12 26 18 6 3 38 6 3 

後継者はいない 252 58 93 53 44 31 93 128 34 95 46 65 

無回答・無効 27 8 5 5 9 0 7 19 1 6 2 11 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 

 

後継者の有無（割合） 

 
 

 

後継者がいる（すでに引

き継いでいる）

5.1%

後継者がいる（今

後引き継ぐ予定

である）

13.5%

後継者候補はいる

が、引き継ぐかどう

かは未定

34.7%

自分が後継者であ

り、すでに引き継い

でいる

7.1%

後継者はいな

い

35.8%

無回答・無効

3.8%

（n=704）
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・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示しています。 

・年齢区分別にみると、60歳代で「後継者はいない」とする回答者が多くみられます。また、

50歳代以下では、「自分が後継者であり、すでに引き継いでいる」が多くなります。 

・経営形態区分別にみると、専業農家及び兼業農家では、6割を超える回答者がいずれかの後

継者ありとする一方、土地持ち非農家は、「後継者はいない」とする回答者が 6割を超えて

います。 
 

地域区分別 （割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 （割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

経営形態区分別 （割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

6.8%

3.4%

7.1%

4.0%

18.1%

11.9%

12.9%

9.5%

31.6%

35.3%

36.8%

34.9%

6.2%

7.7%

5.8%

9.5%

32.8%

39.6%

34.2%

34.9%

4.5%

2.1%

3.2%

7.1%

金勝地域

(n=177)

葉山地域

(n=235)

治田地域

(n=155)

大宝地域

(n=126)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後継者がいる（すでに引き継いでいる） 後継者がいる（今後引き継ぐ予定である）

後継者候補はいるが、引き継ぐかどうかは未定 自分が後継者であり、すでに引き継いでいる

後継者はいない 無回答・無効

2.1%

2.3%

7.2%

5.2%

7.4%

18.5%

33.3%

35.3%

35.0%

27.1%

8.4%

1.5%

32.3%

43.3%

32.9%

3.3%

4.9%

50歳代以下

(n=96)

60歳代(n=215)

70歳代以上

(n=389)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後継者がいる（すでに引き継いでいる） 後継者がいる（今後引き継ぐ予定である）

後継者候補はいるが、引き継ぐかどうかは未定 自分が後継者であり、すでに引き継いでいる

後継者はいない 無回答・無効

9.6%

6.7%

0.9%

0.9%

18.1%

16.3%

10.8%

3.8%

31.9%

37.9%

39.6%

20.8%

3.2%

10.7%

5.4%

2.8%

36.2%

26.7%

41.4%

61.3%

1.1%

1.7%

1.8%

10.4%

専業農家

(n=94)

兼業農家

(n=356)

自給的農家

(n=111)

土地持ち非農

家(n=106)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

後継者がいる（すでに引き継いでいる） 後継者がいる（今後引き継ぐ予定である）

後継者候補はいるが、引き継ぐかどうかは未定 自分が後継者であり、すでに引き継いでいる

後継者はいない 無回答・無効
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２）後継者の状況（問 12） 

・前問（問 11）で「後継者あり」とする回答者（n=375、「自分が後継者であり、すでに引き継

いでいる」を除く）について、後継者の状況を尋ねました。 

 

① 後継者の年齢 

・後継者の年齢は、「40歳代」が約 3割（32.0％）を最も多く、次いで「50歳代」（22.7％）、

「30歳代」（22.1％）となります。 

 

後継者の年齢（割合） 

 
 

② 引き継ぎの時期 

・引き継ぎの時期について、約 4割が「引き継ぐ時期は未定」（44.0％）と最も多く、次いで

「4 年～5 年以内に引き継ぐ」（14.7％）、「すでに引き継いでいる」（11.5％）となります。 

 

引き継ぎの時期（割合） 

 
 

20歳代以

下

13.6%

30歳代

22.1%

40歳代

32.0%

50歳代

22.7%

60歳代以上

6.9%

無回答・無効

2.7%

（n=375）

すでに引き継いでいる

11.5%

3年以内に引き継ぐ

9.1%

4年～5年以

内に引き継ぐ

14.7%

6年～10年以内

に引き継ぐ

10.7%11年以上先に引き継ぐ

5.1%

引き継ぐ時期

は未定

44.0%

無回答・無効

5.1%

（n=375）
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３）今後の農業経営について（問 13） 

・今後の農業経営について、「現状を維持したい」が 286人（40.6％）と最も多く、次いで「農

業をやめたい（休廃業したい）」192人（27.3％）となります。 

・「規模を拡大したい」は 20人（2.8％）にとどまります。 

 

今後の農業経営について 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

規模を拡大したい 20 7 7 2 4 11 4 4 6 12 1 0 

規模を縮小したい 70 16 24 15 15 11 21 38 6 56 7 1 

農業をやめたい

（休廃業したい） 
192 42 68 47 34 21 58 113 24 93 41 23 

現状を維持したい 286 74 97 63 44 40 89 154 49 166 50 11 

すでに農業をして

いない 
75 20 27 15 12 9 24 42 1 6 3 61 

無回答・無効 61 18 12 13 17 4 19 38 8 23 9 10 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 

 

今後の農業経営について（割合） 

 
 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示しています。 

・年齢区分別にみると、50歳代以下で「規模を拡大したい」とする回答者が他年代と比べて

比較的多くなります。 

・経営形態区分別にみると、専業農家で「規模を拡大したい」とする回答者が他年代と比べ

て比較的多くなります。 

・土地持ち非農家は、「すでに農業をしていない」が約 6割と回答者の多数を占めており、「規

模を拡大したい」は 0人、「現状を維持したい」も 1割程度にとどまります。 

 

 

規模を拡大したい

2.8% 規模を縮小したい

9.9%

農業をやめ

たい（休廃業

したい）

27.3%

現状を維持したい

40.6%

すでに農業を

していない

10.7%

無回答・無効

8.7%

（n=704）
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地域区分別 （割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 （割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

経営形態区分別 （割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

4.0%

3.0%

1.3%

3.2%

9.0%

10.2%

9.7%

11.9%

23.7%

28.9%

30.3%

27.0%

41.8%

41.3%

40.6%

34.9%

11.3%

11.5%

9.7%

9.5%

10.2%

5.1%

8.4%

13.5%

金勝地域(n=177)

葉山地域(n=235)

治田地域(n=155)

大宝地域(n=126)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

規模を拡大したい 規模を縮小したい 農業をやめたい（休廃業したい）

現状を維持したい すでに農業をしていない 無回答・無効無回答・無効

11.5%

1.9%

1.0%

11.5%

9.8%

9.8%

21.9%

27.0%

29.0%

41.7%

41.4%

39.6%

9.4%

11.2%

10.8%

4.2%

8.8%

9.8%

50歳代以下(n=96)

60歳代(n=215)

70歳代以上

(n=389)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

規模を拡大したい 規模を縮小したい 農業をやめたい（休廃業したい）

現状を維持したい すでに農業をしていない 無回答・無効無回答・無効

6.4%

3.4%

0.9%

6.4%

15.7%

6.3%

0.9%

25.5%

26.1%

36.9%

21.7%

52.1%

46.6%

45.0%

10.4%

1.1%

1.7%

2.7%

57.5%

8.5%

6.5%

8.1%

9.4%

専業農家(n=94)

兼業農家(n=356)

自給的農家

(n=111)

土地持ち非農家

(n=106)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

規模を拡大したい 規模を縮小したい 農業をやめたい（休廃業したい）

現状を維持したい すでに農業をしていない 無回答・無効無回答・無効
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４）農地規模の拡大意向（問 14） 

・前問（問 13）で「農地規模を拡大したい」とする回答者（n=20）について、拡大の意向及

び内容を尋ねました。 

 

① 拡大の規模 

・拡大したい農地のおおよその面積について、一人あたりの平均で現状 498.3a から将来

850.8aまで拡大したい（352.5a増）との意向を示しています。 
 

拡大の規模 

 上段：回答数、中段：合計（a）、下段：平均（a） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

② 拡大したい理由（複数回答２つまで） 

・拡大したい理由として、「今以上に農業経営を拡大し、農業収入を確保したい」が 12 人と

最も多く、次いで「農業後継者のために、事業規模を拡大しておきたい」10人、「保有する

機械、施設などを効率的に利用したい」8人となります。 
 

拡大したい理由（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

③ 拡大する農地の確保の方法 

・拡大する農地の確保の方法について、「農地を借用する（個別の交渉など）」が 8 人と最も

多く、次いで「農地を借用する（農地中間管理機構の活用）」4人となります。 
 

拡大する農地の確保の方法 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

項目
耕地規模

差分
現状 将来

(498.3) (850.8) (+352.5)

拡大意向

19 18 -

9,467.5 15,315.0 +5,847.5

12

10

8

4

2

今以上に農業経営を拡大し、農業収入を確保したい

農業後継者のために、事業規模を拡大しておきたい

保有する機械、施設などを効率的に利用したい

他の事業者の規模の縮小や休廃業する農地を引き継ぐため

その他

0 5 10 15
（n=20）

8

4

3

2

0

農地を借用する（個別の交渉など）

農地を借用する（農地中間管理機構の活用）

農地を購入する

作業受託する

その他

0 2 4 6 8 10
（n=20）
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５）規模の縮小意向（問 15） 

・前問（問 13）で「農地規模を縮小したい」「農業をやめたい（休廃業したい）」とする回答

者（n=262）について、拡大の意向及び内容を尋ねました。 

 

① 縮小の規模 

・縮小したい農地のおおよその面積について、一人あたりの平均で現状 46.1aから将来 8.9a

まで縮小したい（37.2a減）との意向を示しています。 
 

縮小の規模 

 上段：回答数、中段：合計（a）、下段：平均（a） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

② 縮小したい理由（複数回答２つまで） 

・縮小したい理由として、「高齢化や健康面に不安があるから」が 123人と最も多く、次いで

「後継者がいないから」111人、「農業収入が少ないから」84人となります。 
 

縮小したい理由（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 
 

③ 縮小する農地の今後（複数回答３つまで） 

・縮小する農地の今後について、「宅地や駐車場など、農地以外に転用したい」が 103人と最

も多く、農地以外の利用に関する意見が挙げられています。 

・次いで、「農地として貸したい（個別の交渉など）」85人、「農地として貸したい（農地中間

管理機構の活用）」79人など、農地としての利活用に関する意見が挙げられています。 
 

縮小する農地の今後（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 

項目
耕地規模

差分
現状 将来

(46.1) (8.9) (-37.2)

縮小意向

204 171 -

9,410.9 1,519.8 -7,891.1

123

111

84

52

32

12

6

18

高齢化や健康面に不安があるから

後継者がいないから

農業収入が少ないから

農機具の老朽化や不足等により農作業が十分に行えないから

農業以外の仕事を確保しているから

農地の区画や農道が狭く、非効率で条件が悪いから

有害鳥獣の被害が著しいから

その他

0 50 100 150

（n=262）

103

85

79

66

39

34

4

10

宅地や駐車場など、農地以外に転用したい

農地として貸したい（個別の交渉など）

農地として貸したい（農地中間管理機構の活用）

まだどうするか考えていない

市民農園として使いたいという希望があれば使ってもらう

農地として売りたい

山林原野化しており、今後も農地として利用しない

その他

0 50 100 150

（n=262）
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・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域及び葉山地域では農地として貸したい（農地中

間管理機構の活用）」を挙げる回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・治田地域及び大宝地域では「宅地や駐車場など、農地以外に転用したい」を挙げる回答者

が他地域と比べて比較的多くなります。 
 

地域区分別 縮小する農地の今後（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 
 

・年齢区分別にみると、若い年代ほど「宅地や駐車場など、農地以外に転用したい」を挙げ

る回答者が多くなります。 

・70歳代以上では、「まだどうするか考えていない」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的

多くなります。 
 

年齢区分別 縮小する農地の今後（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

20.7%

39.7%

39.7%

29.3%

15.5%

17.2%

3.4%

3.4%

35.9%

37.0%

39.1%

18.5%

15.2%

21.7%

2.2%

4.3%

51.6%

16.1%

19.4%

25.8%

12.9%

4.8%

4.8%

53.1%

34.7%

14.3%

30.6%

16.3%

2.0%

2.0%

宅地や駐車場など、農地以外に転用したい

農地として貸したい（個別の交渉など）

農地として貸したい（農地中間管理機構の活

用）

まだどうするか考えていない

市民農園として使いたいという希望があれば

使ってもらう

農地として売りたい

山林原野化しており、今後も農地として利用

しない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

金勝地域(n=58) 葉山地域(n=92) 治田地域(n=62) 大宝地域(n=49)

53.1%

25.0%

18.8%

12.5%

21.9%

12.5%

9.4%

44.3%

34.2%

31.6%

20.3%

7.6%

17.7%

2.5%

5.1%

33.8%

33.1%

31.8%

30.5%

17.2%

10.6%

1.3%

2.0%

宅地や駐車場など、農地以外に転用したい

農地として貸したい（個別の交渉など）

農地として貸したい（農地中間管理機構の活

用）

まだどうするか考えていない

市民農園として使いたいという希望があれば

使ってもらう

農地として売りたい

山林原野化しており、今後も農地として利用

しない

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

50歳代以下(n=32) 60歳代(n=79) 70歳代以上(n=151)
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・経営形態区分別にみると、自給的農家では、「市民農園として使いたいという希望があれば

使ってもらう」を挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

 

経営形態区分別 縮小する農地の今後（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

  

36.7%

40.0%

26.7%

36.7%

6.7%

13.3%

3.3%

40.9%

32.2%

32.2%

21.5%

12.8%

11.4%

2.0%

4.7%

41.7%

33.3%

27.1%

33.3%

27.1%

18.8%

2.1%

16.7%

37.5%

29.2%

12.5%

12.5%

16.7%

4.2%

4.2%

宅地や駐車場など、農地以外に転用したい

農地として貸したい（個別の交渉など）

農地として貸したい（農地中間管理機構の活

用）

まだどうするか考えていない

市民農園として使いたいという希望があれば

使ってもらう

農地として売りたい

山林原野化しており、今後も農地として利用

しない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

専業農家(n=30) 兼業農家(n=149) 自給的農家(n=48) 土地持ち非農家(n=24)
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（５）栗東市の農業の振興について 

１）地域（集落）の今後（問 16） 

・地域（集落）の 10年後の姿について、「集落は存続している」が過半数（52.0％）を占め、

「集落の維持は困難だと考える」（29.4％）を大きく上回ります。 

・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、金勝地域

は「集落の維持は困難だと考える」の割合が最も高く、回答者の 3 割（32.2％）を超えて

います。 

 

地域（集落）の今後（割合） 

 
 
 

地域区分別 地域（集落）の今後（割合） 

 
 

 

 

 

 

集落は存

続している

52.0%

集落の維持

は困難だと

考える

29.4%

わからない

15.5%
無回答・無効

3.1%

（n=704）

48.0%

54.9%

51.6%

53.2%

32.2%

27.2%

29.7%

28.6%

16.9%

14.9%

16.1%

14.3%

2.8%

3.0%

2.6%

4.0%

金勝地域

(n=177)

葉山地域

(n=235)

治田地域

(n=155)

大宝地域

(n=126)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集落は存続している 集落の維持は困難だと考える

わからない 無回答・無効無回答・無効
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２）農業振興に向けた取組（問 17 複数回答３つまで） 

・栗東市の農業振興に向けた取組として、「担い手の確保・育成」が 389人と最も多く、次い

で「農業組合や農業生産法人などの営農組織の育成」176 人、「農地の集約化・利用集積」

137人、「農業機械の導入や施設整備のための支援策の充実」124人となります。 
 

農業振興に向けた取組（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 
地域 

葉山 
地域 

治田 
地域 

大宝 
地域 

50歳 
代 
以下 

60歳 
代 

70歳 
代 
以上 

専業 
農家 

兼業 
農家 

自給的 
農家 

土地 
持ち 
非農家 

担い手の確保・育成 389 96 129 88 71 55 125 206 57 210 61 46 

農業組合や農業生
産法人などの営農
組織の育成 

176 43 72 27 32 24 55 96 19 91 32 24 

農地の集約化・利用
集積 

137 16 57 27 36 18 56 62 25 74 19 16 

農業機械の導入や施
設整備のための支援
策の充実 

124 37 48 18 20 19 42 62 22 65 16 14 

栗東市の農産物・農産
加工品のブランド化 

107 26 31 27 19 19 24 64 14 61 15 10 

農業基盤の整備 103 15 51 13 23 14 32 57 13 61 13 11 

耕作放棄地等の再
生、活用 

86 28 25 22 10 12 29 45 8 38 22 15 

農業生産技術の向上 83 27 29 16 10 17 24 41 17 42 12 8 

優良農地の確保・保全 74 10 16 21 24 3 27 43 12 40 11 6 

子どもたちへの農
業教育の推進 

74 19 17 23 13 7 18 49 10 33 17 12 

鳥獣被害対策の徹底 63 51 2 4 4 5 25 33 12 36 10 3 

農業の６次産業化 40 9 21 6 4 7 16 17 5 17 8 8 

新たな販路の開拓 38 8 14 6 10 8 8 22 5 20 9 3 

農業者と消費者と
の交流促進 

29 8 12 8 1 4 5 20 5 18 4 2 

農福連携 22 7 6 2 6 5 6 11 2 12 4 3 

環境保全型農業の推進 21 8 8 3 2 3 6 11 3 11 2 2 

地域資源として農業
の活用 

16 2 3 6 5 3 2 11 0 9 6 1 

その他 26 6 8 6 6 13 4 9 3 17 4 2 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 

 ※無回答、無効を除く 

農業振興に向けた取組（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担い手の確保・育成

農業組合や農業生産法人などの営農組織の育成

農地の集約化・利用集積

農業機械の導入や施設整備のための支援策の充実

栗東市の農産物・農産加工品のブランド化

農業基盤の整備

耕作放棄地等の再生、活用

農業生産技術の向上

優良農地の確保・保全

子どもたちへの農業教育の推進

鳥獣被害対策の徹底

農業の６次産業化

新たな販路の開拓

農業者と消費者との交流促進

農福連携

環境保全型農業の推進

地域資源として農業の活用

その他

389

176

137

124

107

103

86

83

74

74

63

40

38

29

22

21

16

26

0 100 200 300 400 500

（n=704）

 ※無回答、無効を除く 
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・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「鳥獣被害対策の徹底」を挙げる回答者が他

地域と比べて特に多くなります。 

・葉山地域では、「農業組合や農業生産法人などの営農組織の育成」や「農業基盤の整備」を

挙げる回答者が他地域と比べて比較的多くなります。 

・治田地域では、「子どもたちへの農業教育の推進」を挙げる回答者が他地域と比べて比較的

多くなります。 

・大宝地域では、「農地の集約化・利用集積」や「有料農地の確保・保全」を挙げる回答者が

他地域と比べて比較的多くなります。 

 

地域区分別 農業振興に向けた取組（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

54.2%

24.3%

9.0%

20.9%

14.7%

8.5%

15.8%

15.3%

5.6%

10.7%

28.8%

5.1%

4.5%

4.5%

4.0%

4.5%

1.1%

3.4%

54.9%

30.6%

24.3%

20.4%

13.2%

21.7%

10.6%

12.3%

6.8%

7.2%

0.9%

8.9%

6.0%

5.1%

2.6%

3.4%

1.3%

3.4%

56.8%

17.4%

17.4%

11.6%

17.4%

8.4%

14.2%

10.3%

13.5%

14.8%

2.6%

3.9%

3.9%

5.2%

1.3%

1.9%

3.9%

3.9%

56.3%

25.4%

28.6%

15.9%

15.1%

18.3%

7.9%

7.9%

19.0%

10.3%

3.2%

3.2%

7.9%

0.8%

4.8%

1.6%

4.0%

4.8%

担い手の確保・育成

農業組合や農業生産法人などの営農組織の育成

農地の集約化・利用集積

農業機械の導入や施設整備のための支援策の充実

栗東市の農産物・農産加工品のブランド化

農業基盤の整備

耕作放棄地等の再生、活用

農業生産技術の向上

優良農地の確保・保全

子どもたちへの農業教育の推進

鳥獣被害対策の徹底

農業の６次産業化

新たな販路の開拓

農業者と消費者との交流促進

農福連携

環境保全型農業の推進

地域資源として農業の活用

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

金勝地域(n=177) 葉山地域(n=235) 治田地域(n=155) 大宝地域(n=126)
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・年齢区分別にみると、どの年代も概ね同様の傾向を示していますが、50歳代以下では「農

業生産技術の向上」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・また 50歳代以下では、その他の意見として、農家の負担軽減や収益確保のための支援など

の意見が挙げられています。 

 

年齢区分別 農業振興に向けた取組（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.3%

25.0%

18.8%

19.8%

19.8%

14.6%

12.5%

17.7%

3.1%

7.3%

5.2%

7.3%

8.3%

4.2%

5.2%

3.1%

3.1%

13.5%

58.1%

25.6%

26.0%

19.5%

11.2%

14.9%

13.5%

11.2%

12.6%

8.4%

11.6%

7.4%

3.7%

2.3%

2.8%

2.8%

0.9%

1.9%

53.0%

24.7%

15.9%

15.9%

16.5%

14.7%

11.6%

10.5%

11.1%

12.6%

8.5%

4.4%

5.7%

5.1%

2.8%

2.8%

2.8%

2.3%

担い手の確保・育成

農業組合や農業生産法人などの営農組織の育成

農地の集約化・利用集積

農業機械の導入や施設整備のための支援策の充実

栗東市の農産物・農産加工品のブランド化

農業基盤の整備

耕作放棄地等の再生、活用

農業生産技術の向上

優良農地の確保・保全

子どもたちへの農業教育の推進

鳥獣被害対策の徹底

農業の６次産業化

新たな販路の開拓

農業者と消費者との交流促進

農福連携

環境保全型農業の推進

地域資源として農業の活用

その他

0% 20% 40% 60% 80%

50歳代以下(n=96) 60歳代(n=215) 70歳代以上(n=389)
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・経営形態区分別にみると、どの形態も概ね同様の傾向を示していますが、専業農家では「農

地の集約化・利用集積」や「農業機械の導入や施設整備のための支援策の充実」「農業生産

技術の向上」などを挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

・自給的農家は、「耕作放棄地の再生、活用」や「子どもたちへの農業教育の推進」を挙げる

回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

 

経営形態区分別 農業振興に向けた取組（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

60.6%

20.2%

26.6%

23.4%

14.9%

13.8%

8.5%

18.1%

12.8%

10.6%

12.8%

5.3%

5.3%

5.3%

2.1%

3.2%

3.2%

59.0%

25.6%

20.8%

18.3%

17.1%

17.1%

10.7%

11.8%

11.2%

9.3%

10.1%

4.8%

5.6%

5.1%

3.4%

3.1%

2.5%

4.8%

55.0%

28.8%

17.1%

14.4%

13.5%

11.7%

19.8%

10.8%

9.9%

15.3%

9.0%

7.2%

8.1%

3.6%

3.6%

1.8%

5.4%

3.6%

43.4%

22.6%

15.1%

13.2%

9.4%

10.4%

14.2%

7.5%

5.7%

11.3%

2.8%

7.5%

2.8%

1.9%

2.8%

1.9%

0.9%

1.9%

担い手の確保・育成

農業組合や農業生産法人などの営農組織の育成

農地の集約化・利用集積

農業機械の導入や施設整備のための支援策の充実

栗東市の農産物・農産加工品のブランド化

農業基盤の整備

耕作放棄地等の再生、活用

農業生産技術の向上

優良農地の確保・保全

子どもたちへの農業教育の推進

鳥獣被害対策の徹底

農業の６次産業化

新たな販路の開拓

農業者と消費者との交流促進

農福連携

環境保全型農業の推進

地域資源として農業の活用

その他

0% 20% 40% 60% 80%

専業農家(n=94) 兼業農家(n=356) 自給的農家(n=111) 土地持ち非農家(n=106)
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３）担い手の確保・育成に向けた取組（問 18 複数回答３つまで） 

・担い手の確保・育成に向けて重点的に取り組む支援等について、「認定農業者など意欲ある

農業者への融資制度等の充実」が 227 人と最も多く、次いで「新規就農者への農地のあっ

せん」204人、「定年後の就農に向けた支援」183人、「農業参入を希望する企業などと農地

を貸したい人との仲介等の支援」179人となります。 
 

担い手の確保・育成に向けた取組（複数回答） 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

認定農業者など意
欲ある農業者への
融資制度等の充実 

227 56 83 43 40 38 78 111 34 112 43 31 

新規就農者への農
地のあっせん 

204 53 67 47 34 26 71 107 27 107 32 32 

定年後の就農に向
けた支援 

183 36 65 43 36 34 55 91 27 111 23 15 

農業参入を希望す
る企業などと農地を
貸したい人との仲介
等の支援 

179 44 67 31 34 21 74 84 23 89 25 32 

農地の貸借におけ
る、市などの公的機
関の仲介 

166 38 60 33 33 13 63 90 31 84 28 19 

新規就農者や農業
後継者に対する研
修や就農相談等の
制度充実 

161 42 56 40 20 19 40 101 18 87 28 20 

仕事（会社等）と農
業の両立に向けた
支援 

137 38 46 31 22 33 37 67 16 86 24 6 

農業法人設立など、
農業者による生産
組織化の支援 

119 37 38 20 23 18 37 64 20 58 20 14 

農産物加工や直
売、農家レストラン
などの開設や経営
への支援 

69 21 17 16 12 13 18 37 12 31 11 10 

その他 25 8 5 6 6 4 4 16 6 12 2 1 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 
 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

227

204

183

179

166

161

137

119

69

25

認定農業者など意欲ある農業者への融資制度等の充実

新規就農者への農地のあっせん

定年後の就農に向けた支援

農業参入を希望する企業などと農地を貸したい人との仲介等の支援

農地の貸借における、市などの公的機関の仲介

新規就農者や農業後継者に対する研修や就農相談等の制度充実

仕事（会社等）と農業の両立に向けた支援

農業法人設立など、農業者による生産組織化の支援

農産物加工や直売、農家レストランなどの開設や経営への支援

その他

0 50 100 150 200 250

（n=704）
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・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、金勝地域

では「農業法人設立など、農業者による生産組織化の支援」を挙げる回答者が他地域と比

べて比較的多くなります。 

・葉山地域では「認定農業者など意欲ある農業者への融資制度等の充実」を挙げる回答者が

他地域と比べて比較的多くなります。 

 

地域区分別 担い手の確保・育成に向けた取組（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.6%

29.9%

20.3%

24.9%

21.5%

23.7%

21.5%

20.9%

11.9%

4.5%

35.3%

28.5%

27.7%

28.5%

25.5%

23.8%

19.6%

16.2%

7.2%

2.1%

27.7%

30.3%

27.7%

20.0%

21.3%

25.8%

20.0%

12.9%

10.3%

3.9%

31.7%

27.0%

28.6%

27.0%

26.2%

15.9%

17.5%

18.3%

9.5%

4.8%

認定農業者など意欲ある農業者への融

資制度等の充実

新規就農者への農地のあっせん

定年後の就農に向けた支援

農業参入を希望する企業などと農地を貸

したい人との仲介等の支援

農地の貸借における、市などの公的機

関の仲介

新規就農者や農業後継者に対する研修

や就農相談等の制度充実

仕事（会社等）と農業の両立に向けた支

援

農業法人設立など、農業者による生産

組織化の支援

農産物加工や直売、農家レストランなど

の開設や経営への支援

その他

0% 10% 20% 30% 40%

金勝地域(n=177) 葉山地域(n=235) 治田地域(n=155) 大宝地域(n=126)
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・年齢区分別にみると、50歳代以下では、「定年後の就農に向けた支援」及び「仕事（会社等）

と農業の両立に向けた支援」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・60歳代では、「新規就農者への農地のあっせん」や「農業参入を希望する企業などと農地を

貸したい人との仲介等の支援」「農地の貸借における、市などの公的機関の仲介」などを挙

げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・70歳代以上では、「新規就農者や農業後継者に対する研修や就農相談等の制度充実」を挙げ

る回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

 

年齢区分別 担い手の確保・育成に向けた取組（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.6%

27.1%

35.4%

21.9%

13.5%

19.8%

34.4%

18.8%

13.5%

4.2%

36.3%

33.0%

25.6%

34.4%

29.3%

18.6%

17.2%

17.2%

8.4%

1.9%

28.5%

27.5%

23.4%

21.6%

23.1%

26.0%

17.2%

16.5%

9.5%

4.1%

認定農業者など意欲ある農業者への融

資制度等の充実

新規就農者への農地のあっせん

定年後の就農に向けた支援

農業参入を希望する企業などと農地を貸

したい人との仲介等の支援

農地の貸借における、市などの公的機

関の仲介

新規就農者や農業後継者に対する研修

や就農相談等の制度充実

仕事（会社等）と農業の両立に向けた支

援

農業法人設立など、農業者による生産

組織化の支援

農産物加工や直売、農家レストランなど

の開設や経営への支援

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

50歳代以下(n=96) 60歳代(n=215) 70歳代以上(n=389)
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・経営形態区分別にみると、専業農家では、「農地の貸借における、市などの公的機関の仲介」

を挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

・兼業農家及び自給的農家では、「新規就農者や農業後継者に対する研修や就農相談等の制度

充実」や「仕事（会社等）と農業の両立に向けた支援」を挙げる回答者が他形態と比べて

比較的多くなります。 

・土地持ち非農家では、「農業参入を希望する企業などと農地を貸したい人との仲介等の支援」

を挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

 

経営形態区分別 担い手の確保・育成に向けた取組（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.2%

28.7%

28.7%

24.5%

33.0%

19.1%

17.0%

21.3%

12.8%

6.4%

31.5%

30.1%

31.2%

25.0%

23.6%

24.4%

24.2%

16.3%

8.7%

3.4%

38.7%

28.8%

20.7%

22.5%

25.2%

25.2%

21.6%

18.0%

9.9%

1.8%

29.2%

30.2%

14.2%

30.2%

17.9%

18.9%

5.7%

13.2%

9.4%

0.9%

認定農業者など意欲ある農業者への融

資制度等の充実

新規就農者への農地のあっせん

定年後の就農に向けた支援

農業参入を希望する企業などと農地を貸

したい人との仲介等の支援

農地の貸借における、市などの公的機

関の仲介

新規就農者や農業後継者に対する研修

や就農相談等の制度充実

仕事（会社等）と農業の両立に向けた支

援

農業法人設立など、農業者による生産

組織化の支援

農産物加工や直売、農家レストランなど

の開設や経営への支援

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

専業農家(n=94) 兼業農家(n=356) 自給的農家(n=111) 土地持ち非農家(n=106)



88 

４）地域（集落）の農地整備の方向性（問 19） 

・地域（集落）や周辺における農地の整備の将来の方向性として、「農産物の生産環境と生活

環境のバランスが図られた整備を進める」が 209 人（29.7％）と最も多く、次いで「優良

な農地の確保・保全のための整備を進める」200人（28.4％）、「生活の利便性の向上等のた

め、都市化・農地の宅地化を進める」160人（22.7％）となります。 

 

地域（集落）の農地整備の方向性 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

農産物の生産環

境と生活環境の

バランスが図られ

た整備を進める 

209 64 64 37 40 34 61 114 34 113 28 23 

優良な農地の確

保・保全のため

の整備を進める 

200 53 66 45 32 29 70 99 30 101 38 22 

生活の利便性の

向上等のため、

都市化・農地の

宅地化を進める 

160 24 68 33 33 27 53 80 16 82 27 32 

農地を自然にか

えす取り組みを

進める 

23 8 7 6 2 0 5 18 3 11 3 5 

その他 22 4 7 7 4 4 6 12 3 14 3 2 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 

 

地域（集落）の農地整備の方向性（割合） 

 
※無回答、無効を除く 

 

 

 

農産物の生産環境と生活環境のバ

ランスが図られた整備を進める

29.7%

優良な農地の確保・保全

のための整備を進める

28.4%

生活の利便性の向上

等のため、都市化・農

地の宅地化を進める

22.7%

農地を自然にかえす

取り組みを進める

3.3%

その他

3.1%

無回答・無効

12.8%

（n=704）
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・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域では「農産物の生産環境と生活環境のバランス

が図られた整備を進める」を挙げる回答者が他地域と比べて比較的多くなる一方、葉山地

域では「生活の利便性の向上等のため、都市化・農地の宅地化を進める」を挙げる回答者

が最も多くなります。 

・治田地域では、「優良な農地の確保・保全のための整備を進める」を挙げる回答者が最も多

くなります。 
 

地域区分別 地域（集落）の農地整備の方向性（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

・年齢区分別にみると、50歳代以下で「農産物の生産環境と生活環境のバランスが図られた

整備を進める」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・また、若い年代ほど「生活の利便性の向上等のため、都市化・農地の宅地化を進める」を挙

げる回答が多くなる傾向がみられます。 
 

年齢区分別 地域（集落）の農地整備の方向性（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

36.2%

29.9%

13.6%

4.5%

2.3%

27.2%

28.1%

28.9%

3.0%

3.0%

23.9%

29.0%

21.3%

3.9%

4.5%

31.7%

25.4%

26.2%

1.6%

3.2%

農産物の生産環境と生活

環境のバランスが図られた

整備を進める

優良な農地の確保・保全

のための整備を進める

生活の利便性の向上等の

ため、都市化・農地の宅地

化を進める

農地を自然にかえす取り

組みを進める

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

金勝地域(n=177) 葉山地域(n=235) 治田地域(n=155) 大宝地域(n=126)

35.4%

30.2%

28.1%

4.2%

28.4%

32.6%

24.7%

2.3%

2.8%

29.3%

25.4%

20.6%

4.6%

3.1%

農産物の生産環境と生活

環境のバランスが図られた

整備を進める

優良な農地の確保・保全

のための整備を進める

生活の利便性の向上等の

ため、都市化・農地の宅地

化を進める

農地を自然にかえす取り

組みを進める

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

50歳代以下(n=96) 60歳代(n=215) 70歳代以上(n=389)
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・経営形態区分別にみると、専業農家及び兼業農家では、「農産物の生産環境と生活環境のバ

ランスが図られた整備を進める」を挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

・土地持ち非農家では、「生活の利便性の向上等のため、都市化・農地の宅地化を進める」を

挙げる回答者が他形態と比べて比較的多くなります。 

 

経営形態区分別 地域（集落）の農地整備の方向性（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

  

36.2%

31.9%

17.0%

3.2%

3.2%

31.7%

28.4%

23.0%

3.1%

3.9%

25.2%

34.2%

24.3%

2.7%

2.7%

21.7%

20.8%

30.2%

4.7%

1.9%

農産物の生産環境と生活

環境のバランスが図られた

整備を進める

優良な農地の確保・保全

のための整備を進める

生活の利便性の向上等の

ため、都市化・農地の宅地

化を進める

農地を自然にかえす取り

組みを進める

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

専業農家(n=94) 兼業農家(n=356) 自給的農家(n=111) 土地持ち非農家(n=106)
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（６）市民と農業の交流等について 

１）参画してもよいと思う交流、イベント（問 20 複数回答全て） 

・農業従事者の立場から参画してもよいと思う交流、イベントとして、「市民農園・貸し農園」

が 251人と最も多く挙げられ、次いで「農業祭」177人、「農業体験・講習会」158人、「地

元農産物等の栽培講習会」145人、「収穫体験イベント」134人となります。 

 

参画してもよいと思う交流、イベント 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

市民農園・貸し農園 251 66 86 57 38 37 84 130 31 124 51 34 

農業祭 177 48 53 44 29 29 54 93 21 106 29 17 

農業体験・講習会 158 42 54 36 23 28 42 87 22 93 28 9 

地元農産物等の

栽培講習会 
145 36 49 34 23 16 38 91 18 82 20 14 

収穫体験イベント 134 32 46 30 23 27 48 59 21 65 25 17 

産地をめぐるツアー 101 33 32 19 15 13 31 57 16 56 14 13 

地域の農産物を

活用した郷土料

理教室 

74 15 26 14 15 12 10 52 12 36 17 7 

農家民泊 24 11 4 7 2 2 6 16 7 11 3 1 

その他 38 9 10 9 10 10 10 17 7 23 1 4 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 
 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

251

177

158

145

134

101

74

24

38

市民農園・貸し農園

農業祭

農業体験・講習会

地元農産物等の栽培講習会

収穫体験イベント

産地をめぐるツアー

地域の農産物を活用した郷土料理教室

農家民泊

その他

0 50 100 150 200 250 300

（n=704）
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・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示しています。 

・金勝地域では「産地をめぐるツアー」を挙げる回答者が他地域と比べて比較的多くなりま

す。 

 

地域区分別 参画してもよいと思う交流、イベント（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

・年齢区分別にみると、50歳代以下では「農業体験・講習会」や「収穫体験イベント」を挙

げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 

・70歳代以上では「地元農産物等の栽培講習会」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的多

くなります。 

 

・経営形態区分別にみると、自給的農家では「市民農園・貸し農園」を挙げる回答者が他形

態と比べて比較的多くなります。 

 

 

 

 

 
 

37.3%

27.1%

23.7%

20.3%

18.1%

18.6%

8.5%

6.2%

5.1%

36.6%

22.6%

23.0%

20.9%

19.6%

13.6%

11.1%

1.7%

4.3%

36.8%

28.4%

23.2%

21.9%

19.4%

12.3%

9.0%

4.5%

5.8%

30.2%

23.0%

18.3%

18.3%

18.3%

11.9%

11.9%

1.6%

7.9%

市民農園・貸し農園

農業祭

農業体験・講習会

地元農産物等の栽培講習会

収穫体験イベント

産地をめぐるツアー

地域の農産物を活用した郷土料理教室

農家民泊

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

金勝地域(n=177) 葉山地域(n=235) 治田地域(n=155) 大宝地域(n=126)
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年齢区分別 参画してもよいと思う交流、イベント（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

経営形態区分別 参画してもよいと思う交流、イベント（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

38.5%

30.2%

29.2%

16.7%

28.1%

13.5%

12.5%

2.1%

10.4%

39.1%

25.1%

19.5%

17.7%

22.3%

14.4%

4.7%

2.8%

4.7%

33.4%

23.9%

22.4%

23.4%

15.2%

14.7%

13.4%

4.1%

4.4%

市民農園・貸し農園

農業祭

農業体験・講習会

地元農産物等の栽培講習会

収穫体験イベント

産地をめぐるツアー

地域の農産物を活用した郷土料理教室

農家民泊

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

50歳代以下(n=96) 60歳代(n=215) 70歳代以上(n=389)

33.0%

22.3%

23.4%

19.1%

22.3%

17.0%

12.8%

7.4%

7.4%

34.8%

29.8%

26.1%

23.0%

18.3%

15.7%

10.1%

3.1%

6.5%

45.9%

26.1%

25.2%

18.0%

22.5%

12.6%

15.3%

2.7%

0.9%

32.1%

16.0%

8.5%

13.2%

16.0%

12.3%

6.6%

0.9%

3.8%

市民農園・貸し農園

農業祭

農業体験・講習会

地元農産物等の栽培講習会

収穫体験イベント

産地をめぐるツアー

地域の農産物を活用した郷土料理教室

農家民泊

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

専業農家(n=94) 兼業農家(n=356) 自給的農家(n=111) 土地持ち非農家(n=106)
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２）市民農園として農地を貸し出すことについて（問 21） 

・所有する農地を市民農園として貸し出すことについて、「市民農園として貸出すことに興味

がある」が 284人と最も多く、「既に市民農園として貸出している」28人と合わせて、回答

者の 5割弱が市民農園に対して肯定的な意見を持っています。 

 

市民農園として農地を貸し出すことについて 

項目 総数 

地域区分 年齢区分 経営形態区分 

金勝 

地域 

葉山 

地域 

治田 

地域 

大宝 

地域 

50歳 

代 

以下 

60歳 

代 

70歳 

代 

以上 

専業 

農家 

兼業 

農家 

自給的 

農家 

土地 

持ち 

非農家 

既に市民農園と

して貸出している 
28 13 6 4 4 7 8 13 4 19 2 3 

市民農園として

貸出すことに興

味がある 

284 80 104 53 44 33 89 161 37 141 59 36 

市民農園として

貸出すつもりは

ない 

277 58 88 74 52 43 88 144 44 151 35 34 

無回答・無効 115 26 37 24 26 13 30 71 9 45 15 33 

回答者総数 704 177 235 155 126 96 215 389 94 356 111 106 

 

市民農園として農地を貸し出すことについて（割合） 

 
 

 

・地域区分（居住地）別にみると、金勝地域及び葉山地域では市民農園として貸し出すこと

について肯定的な意見が過半数に達するなど、他地域と比べて比較的多くなっています。 

・年齢区分別にみると、各年代とも市民農園として貸し出すことについて肯定的な意見が 4

割程度となり、どの年代も概ね同様の傾向を示しています。 

・経営形態区分別にみると、自給的農家では市民農園として貸し出すことについて肯定的な

意見が過半数に達し、高い関心が伺えます。 

 

 

既に市民農園として貸

出している

4.0%

市民農園とし

て貸出すこと

に興味がある

40.3%

市民農園として貸

出すつもりはない

39.3%

無回答・無効

16.3%

（n=704）
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地域区分別 市民農園として農地を貸し出すことについて（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

年齢区分別 市民農園として農地を貸し出すことについて（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

経営形態区分別 市民農園として農地を貸し出すことについて（割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

7.3%

2.6%

2.6%

3.2%

45.2%

44.3%

34.2%

34.9%

32.8%

37.4%

47.7%

41.3%

14.7%

15.7%

15.5%

20.6%

金勝地域

(n=177)

葉山地域

(n=235)

治田地域

(n=155)

大宝地域

(n=126)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既に市民農園として貸出している 市民農園として貸出すことに興味がある

市民農園として貸出すつもりはない 無回答・無効無回答・無効

7.3%

3.7%

3.3%

34.4%

41.4%

41.4%

44.8%

40.9%

37.0%

13.5%

14.0%

18.3%

50歳代以下

(n=96)

60歳代(n=215)

70歳代以上

(n=389)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既に市民農園として貸出している 市民農園として貸出すことに興味がある

市民農園として貸出すつもりはない 無回答・無効無回答・無効

4.3%

5.3%

1.8%

2.8%

39.4%

39.6%

53.2%

34.0%

46.8%

42.4%

31.5%

32.1%

9.6%

12.6%

13.5%

31.1%

専業農家

(n=94)

兼業農家

(n=356)

自給的農家

(n=111)

土地持ち非農

家(n=106)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既に市民農園として貸出している 市民農園として貸出すことに興味がある

市民農園として貸出すつもりはない 無回答・無効無回答・無効
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３）地産地消の取組について（問 22） 

① 現在実施している地産地消の取組（複数回答全て） 

・現在実施している地産地消の取組として、回答者の 7割近く（466人）が「特に実施してい

ない」としています。 

・実施している取組のうち、「農産物直売所に出荷している」が 79人と最も多く、次いで「学

校給食に市内産の農産物を納入している」34人となります。 

・その他の意見として、市内の個人に販売等している、などの意見が挙げられています。 

 

現在実施している地産地消の取組（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

② 地産地消の取組の課題（複数回答３つまで） 

・地産地消の取組を実施または検討するにあたり課題となることについて、「販売先（納入先）

が求める品質を確保することが困難」が 193 人と最も多く、次いで「購入者が限られ、販

路の拡大が困難」117人、「販売先（納入先）が見つからない。情報入手の手段がない」及

び「市場出荷よりも時間と経費がかかる」（ともに 115人）となります。 

 

地産地消の取組の課題（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

466

79

34

18

12

10

7

32

特に実施していない

農産物直売所に出荷している

学校給食に市内産の農産物を納入している

朝市など農産物の直売イベントに参加している

市内飲食店などに農産物を提供している

庭先販売所を開設している

スーパーなどの地場産コーナーに出荷している

その他

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

（n=704）

193

117

115

115

106

103

57

販売先（納入先）が求める品質を確保することが困難

購入者が限られ、販路の拡大が困難

販売先（納入先）が見つからない。情報入手の手段がない

市場出荷よりも時間と経費がかかる

配送のための手段、人手が確保できない

販売先（納入先）が求めるニーズを把握する手段がない

その他

0 50 100 150 200 250

（n=704）
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・地域区分（居住地）別にみると、どの地域も概ね同様の傾向を示していますが、葉山地域

では「販売先が見つからない。情報入手の手段がない」を挙げる回答者が他地域と比べて

比較的多くなります。 
 

地域区分別 地産地消の取組の課題（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

・年齢区分別にみると、どの年代も概ね同様の傾向を示していますが、50歳代以下では、「販

売先が見つからない。情報入手の手段がない」や「販売先が求めるニーズを把握する手段

がない」を挙げる回答者が他年代と比べて比較的多くなります。 
 

年齢区分別 地産地消の取組の課題（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

29.4%

19.2%

16.4%

15.8%

18.1%

14.7%

7.3%

31.1%

16.2%

20.0%

17.4%

19.6%

16.2%

6.0%

19.4%

16.1%

13.5%

14.8%

10.3%

11.6%

11.0%

28.6%

15.1%

13.5%

18.3%

9.5%

15.9%

8.7%

販売先（納入先）が求める品質を確保する

ことが困難

購入者が限られ、販路の拡大が困難

販売先（納入先）が見つからない。情報入

手の手段がない

市場出荷よりも時間と経費がかかる

配送のための手段、人手が確保できない

販売先（納入先）が求めるニーズを把握す

る手段がない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

金勝地域(n=177) 葉山地域(n=235) 治田地域(n=155) 大宝地域(n=126)

27.1%

16.7%

20.8%

17.7%

13.5%

18.8%

15.6%

30.7%

15.3%

17.7%

19.5%

15.3%

14.0%

6.0%

25.7%

17.2%

14.7%

14.1%

15.2%

13.9%

7.5%

販売先（納入先）が求める品質を確保するこ

とが困難

購入者が限られ、販路の拡大が困難

販売先（納入先）が見つからない。情報入手

の手段がない

市場出荷よりも時間と経費がかかる

配送のための手段、人手が確保できない

販売先（納入先）が求めるニーズを把握する

手段がない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

50歳代以下(n=96) 60歳代(n=215) 70歳代以上(n=389)
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・経営形態区分別にみると、専業農家及び兼業農家ともに、「販売先が求める品質を確保する

ことが困難」を最も多く挙げています。 

・専業農家では、「市場出荷よりも時間と経費がかかる」を挙げる回答者が他形態と比べて比

較的多くなります。 

・自給的農家及び土地持ち非農家は、各項目に対する回答が専業農家及び兼業農家と比べて

全体的に少なくなっています。 

 

経営形態区分別 地産地消の取組の課題（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

 

  

40.4%

19.1%

22.3%

23.4%

16.0%

16.0%

6.4%

30.9%

20.5%

19.4%

16.0%

16.3%

18.3%

8.7%

20.7%

11.7%

11.7%

17.1%

13.5%

9.9%

8.1%

14.2%

7.5%

10.4%

7.5%

14.2%

8.5%

5.7%

販売先（納入先）が求める品質を確保するこ

とが困難

購入者が限られ、販路の拡大が困難

販売先（納入先）が見つからない。情報入手

の手段がない

市場出荷よりも時間と経費がかかる

配送のための手段、人手が確保できない

販売先（納入先）が求めるニーズを把握する

手段がない

その他

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

専業農家(n=94) 兼業農家(n=356) 自給的農家(n=111) 土地持ち非農家(n=106)
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（７）栗東市の農業に関する自由意見 

・栗東市の農業に関する自由意見について、141件の回答が得られました。 

・意見の内容に基づく分類をみると、その他に分類される意見を除いて、農地の宅地化や開

発に対する危惧や、あるいは地域の活性化のため市街化を進めるべき等の「都市化と農業」

に関する意見が 27件が最も多く挙げられました。 

・次いで、農業ができなくなった農地の担い手に対する不安や若い世代の参入の必要性など

の「担い手の確保・育成」に関する意見（22件）、農業の収入に対する不満や個人負担の増

大の心配などの「農業の維持が困難」とする意見（19件）などが挙げられました。 

 

栗東市の農業に関する自由意見（内容に基づく分類） 

 
※複数の分類に該当する意見はそれぞれに計上している 

 

 

 

 

27

22

19

12

11

9

8

8

7

7

3

3

2

22

18

都市化と農業

担い手の確保・育成

農業の維持が困難

特産品の開発・ブランド化等

農地の整備・集約等

農家等への支援の充実

中山間地域の農業の維持

営農組織の育成等

遊休農地対策等

農業振興基本計画の策定

鳥獣害対策

環境や景観等の保全等

都市と農村の交流

その他農業施策等について

その他

0 5 10 15 20 25 30
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２－３．中学生アンケート調査結果 

（１）農業との関わりについて 

１）家族の農業従事者の有無（問１） 

・家族に農業従事者がいる回答者は 225 人（37.2％）となり、具体的には「祖父母」が最も

多くあげられています。 

 

 家族の農業従事者の有無（割合） 家族の農業従事者（具体的に）（複数回答全て） 

  
 

２）農作業の経験（問２ 複数回答全て） 

・農作業の経験の有無として、回答者の 9割超が経験有りとしており、うち、「学校の授業で

体験」が 560人と最も多く挙げられました。 

・次いで、「家の農業を手伝うなど」193人、「その他農作業体験」68人となります。 

・その他農業体験の具体として、内の小学生を対象としたＪＡ栗東市の活動（わんぱくスク

ール）や幼稚園や保育所での体験、祖父母や友達の家での手伝い・体験などが挙げられま

した。 

 

農作業の経験（複数回答） 

 
 

その他農業体験 

・JAの活動（わんぱくスクール）、幼稚園や保育所での体験、祖父母の家、友達の家など 

 

 

 

 

家族に農

業従事者

がいる

37.2%

家族に農

業従事者

がいない

61.8%

無回答・無効

1.0%

（n=686）

=92)

204

74

15

0

祖父母

親戚など

両親

兄・姉など

0 50 100 150 200 250

（n=255）

560

193

68

59

学校の授業で体験

家の農業を手伝うなど

その他農作業体験

農作業の経験なし

0 100 200 300 400 500 600

（n=686）
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（２）農業に対する興味、農業という仕事ついて 

１）農業に対する興味（問３） 

・農業に対する興味として「全く興味がない」が 184 人（26.8％）と最も多く、次いで「あ

まり興味がない」159人（23.2％）となり、これらを合わせた回答者の半数が農業に興味な

しと回答しました。 

・一方、農業に興味ありとする回答者は、「大いに興味がある」18人（2.6％）及び「少し興

味がある」103人（15.0％）をあわせた 2割弱に上ります。 
 

農業に対する興味（割合） 

 ＜再区分＞ 

    

 

・農業に対する興味と農作業の経験との相関をみると、「家の農業を手伝うなど」を経験した

回答者では、興味ありとの回答が比較的多くなっています。 
 

農作業の経験別 農業に対する興味（回答者総数に占める割合） 

 

 

 

 

 

大いに興

味がある

2.6%

少し興味が

ある

15.0%

あまり興味

がない

23.2%
全く興味が

ない

26.8%

どちらとも

いえない

21.3%

わからない

10.6%

無回答・無

効

0.4%

（n=686）

興味あり

17.6%

興味なし

50.0%

どちらとも

いえない・

わからない

31.9%

無回答・

無効

0.4%

（n=686）

83.5%

46.3%

14.9%

4.1%

81.6%

18.7%

7.9%

10.2%

81.3%

33.3%

10.0%

8.7%

学校の授業で体験

家の農業を手伝うなど

その他農作業体験

農作業の経験なし

0% 20% 40% 60% 80% 100%

興味あり(n=121) 興味なし(n=343) どちらともいえない・わからない(n=219)
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２）農業という仕事に対するイメージ（問４ 複数回答３つまで） 

・農業という仕事に対するイメージとして、「食料を生産する大切な産業として、これからも

守っていく必要があると思う」が 505 人と最も多く、次いで「農作業は重労働であり、苦

労する仕事だと思う」304 人、「災害や病害などもあり、収入が安定しない仕事だと思う」

259人となります。 

・農業に対する興味別にみると、興味ありとする回答者は、「美しい自然環境や地域の人々の

暮らしを守るために必要だと思う」や「地域の特産品や伝統などを、これからも受け継い

でいくために必要だと思う」、「農作物や家畜を育て販売するという、やりがいのある仕事

だと思う」「農作業の効率化や工夫次第で、収入を増やすことができる仕事だと思う」とす

る回答が比較的多く挙げられています。 

・一方、興味なしとする回答者は、「農作業は重労働であり、苦労する仕事だと思う」とする

回答が比較的多く挙げられています。 
 

農業という仕事に対するイメージ（複数回答） 

 
 ※無回答、無効を除く 
 

農業に対する興味別 農業という仕事に対するイメージ（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

505

304

259

212

181

139

90

70

45

16

食料を生産する大切な産業として、これからも守っていく

必要があると思う

農作業は重労働であり、苦労する仕事だと思う

災害や病害などもあり、収入が安定しない仕事だと思う

美しい自然環境や地域の人々の暮らしを守るために必

要だと思う

地域の特産品や伝統などを、これからも受け継いでいく

ために必要だと思う

農作物や家畜を育て販売するという、やりがいのある仕

事だと思う

農作業の効率化や工夫次第で、収入を増やすことができ

る仕事だと思う

特にイメージはない

あまり人と接することがなく、地味な仕事だと思う

その他

0 200 400 600

（n=686）

83.5%

34.7%

37.2%

40.5%

33.9%

37.2%

22.3%

2.5%

2.5%

5.0%

68.2%

48.7%

39.4%

23.3%

23.9%

13.7%

9.6%

14.0%

10.2%

2.0%

76.7%

43.4%

35.6%

37.0%

26.0%

21.0%

13.7%

8.7%

3.2%

1.4%

食料を生産する大切な産業として、これからも守っていく

必要があると思う

農作業は重労働であり、苦労する仕事だと思う

災害や病害などもあり、収入が安定しない仕事だと思う

美しい自然環境や地域の人々の暮らしを守るために必

要だと思う

地域の特産品や伝統などを、これからも受け継いでいく

ために必要だと思う

農作物や家畜を育て販売するという、やりがいのある仕

事だと思う

農作業の効率化や工夫次第で、収入を増やすことができ

る仕事だと思う

特にイメージはない

あまり人と接することがなく、地味な仕事だと思う

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

興味あり(n=121) 興味なし(n=343) どちらともいえない・わからない(n=219)
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３）将来農業の仕事に就きたいか（問５） 

・将来農業の仕事に就きたいかの意向について、「農業以外の仕事に就きたい（場所未定）」

が 321人と最も多く、次いで「わからない」209人となります。 

・市内／市外の場所によらず「農業以外の仕事に就きたい」とする回答者は 6 割強を占める

一方、「農業の仕事に就きたい」とする回答者は 1割未満（2.8％）にとどまります。 

・農業に対する興味別にみると、興味ありとする回答者は、「農業の仕事に就きたい」が 1割

程度にまで増えています。また興味なしとする回答者では、「農業以外の仕事に就きたい」

が 7割強まで増えています。 

 

 将来農業の仕事に就きたいか 

  ＜再区分＞（割合） 

 
 

農業に対する興味別 将来農業の仕事に就きたいか（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く 

 

 

  

7 3 9
27

94

321

209

16

市内で 市外で 場所

未定

市内で 市外で 場所

未定

農業の仕事に

就きたい

農業以外の

仕事に就きたい

わから

ない

無回答・

無効

0

50

100

150

200

250

300

350

（n=686）

農業の仕事に

就きたい

2.8%

農業以外

の仕事に

就きたい

64.4%

わからない

30.5%

無回答・無効

2.3%

（n=686）

9.9%

50.4%

0.9%

72.9%

1.4%

58.9%

農業の仕事に就きたい

農業以外の仕事に就きたい

0% 20% 40% 60% 80%

興味あり(n=121) 興味なし(n=343) どちらともいえない・わからない(n=219)
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４）農業の仕事に就くことについて（問６） 

・前問（問５）で「農業の仕事に就きたい」とする回答者（n=19）について、その理由及び作

ってみたい作物等を尋ねました。 

 

① 農業の仕事に就きたい理由（自由記述） 

・農業の仕事に就きたい理由として、「楽しそうだから」「もうかるから」等の意見が複数挙

げられたほか、「自分で作物を育ててみたい」「農家の祖父母の姿にあこがれて」などの意

見が挙げられました。 

 

・楽しそう、面白そうだから（３件） 

・もうかるから（２件） 

・みんなの食事を安定さすため 

・日本の食糧自給率を少しでも上げたいから。 

・生活に被害をあたえないようにするため 

・祖父母、父が農業をしていて野菜を育てる姿を見てあこがれた。人の命の土台となる仕事

で人々の役に立つものだと思っているから。 

・やってみたい 

・自分で育てたのはおいしいし、もとが取れるから 

・自分で作った野菜を食べてもらえたりしたらうれしい。作ったかいがありそう。 

・おいしいから 

・果物などを育ててる人がどんな苦労をしているのか体験してみたいから。 

・主に果物が好きなので果物を地産地消したい。また祖父母の田んぼもやりたい。 

・それ以外仕事がない可能性が高いから 

・おばあちゃんとおじいちゃんが昔からずっと田んぼや畑をやっていて、前に手伝ったけど

ずっとやってられると思ったからです。おばあちゃんとおじいちゃんを手伝いたいです。 

・作物の研究をしてバイオテクノロジーによって画期的な新品種を作出して世に広めて人々

の役に立ちたいから 

 

② 作ってみたい作物等（複数回答全て） 

・作ってみたい作物等として、「野菜」が 12 人と最も多く、次いで「果物」10 人、稲作「9

人」となります。 

 

作ってみたい作物等（複数回答） 

 

 ※無回答、無効を除く 

12

10

9

6

5

1

野菜

果物

稲作

畜産（牛、豚、ニワトリ）

地元特産品（いちじくなど）

その他

0 2 4 6 8 10 12 14

（n=19）
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５）将来の農業との関わりについて（問７ 複数回答全て） 

・前問（問５）で「農業以外の仕事に就きたい」「わからない」とする回答者（n=651）につい

て、将来の農業との関わりについて尋ねました。 

・「地元でとれた野菜などを積極的に購入し、食べたい」が 260人と最も多く、次いで「たま

に、実家や地域の農家の手伝いなどを行いたい」211人、「農業に関わることはしたくない。」

194人となります。 

・農業に対する興味別にみると、興味ありとする回答者は、「たまに、実家や地域の農家の手

伝いなどを行いたい」が特に多く挙げられており、その他「農業以外の仕事を辞めたあと

に、農業を行いたい」「市民農園を借りて自家製の野菜などを育てたい」とする回答が比較

的多く挙げられています。 

・一方、興味なしとする回答者は、「農業に関わることはしたくない」とする回答が特に多く

挙げられています。 
 

将来の農業との関係について（複数回答） 

 

 ※無回答、無効を除く 
 

農業に対する興味別 将来の農業との関係について（回答者総数に占める割合） 

 
 ※無回答、無効を除く

260

211

194

106

71

30

6

35

地元でとれた野菜などを積極的に購入し、食べたい

たまに、実家や地域の農家の手伝いなどを行いたい

農業に関わることはしたくない

農業以外の仕事を辞めたあとに、農業を行いたい

市民農園を借りて自家製の野菜などを育てたい

農作物の加工や流通・販売に関わりたい

新しい農業技術の研究や開発など、農作物に関する仕

事をしたい

その他

0 100 200 300

（n=651）

46.2%

58.5%

7.5%

41.5%

25.5%

4.7%

1.9%

8.5%

32.4%

20.0%

43.9%

7.9%

4.8%

5.5%

0.6%

3.9%

47.9%

38.0%

19.2%

16.9%

12.7%

3.3%

0.9%

6.1%

地元でとれた野菜などを積極的に購入し、食べたい

たまに、実家や地域の農家の手伝いなどを行いたい

農業に関わることはしたくない

農業以外の仕事を辞めたあとに、農業を行いたい

市民農園を借りて自家製の野菜などを育てたい

農作物の加工や流通・販売に関わりたい

新しい農業技術の研究や開発など、農作物に関する仕

事をしたい

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

興味あり(n=106) 興味なし(n=330) どちらともいえない・わからない(n=213)
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参考．アンケート調査票 

市民アンケート調査票 

 



107 
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農業従事者アンケート調査票 
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中学生アンケート調査票 
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